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対応モデル: TD-4000/4100N 

 

 ご注意                                                    

本資料は、お客様が直接対応モデルを制御される場合に必要な情報を提供するものです。 

お客様が以下の内容にご同意いただいた場合のみ、本資料のご利用が可能です。もしご同意い

ただけない場合は、お客様は本資料をご利用いただけません。 

 

ご利用条件 

お客様は、お客様ご自身が対応モデルをご利用いただくため（以下「本目的」といいます）に必要

な範囲においてのみ、本資料を使用し、複製することができるものとします。なお、お客様は次の

ことを行ってはならないものとします。 

(1) 本目的以外の目的で本資料を複製すること 

(2) 本資料を改変し、翻案・翻訳し、または第三者に再頒布すること 

(3) 本資料を第三者に貸与・提供すること 

(4) 本資料に含まれるブラザーの権利に関する表示を削除・改変すること  

 

無保証 

（a） 対応モデルおよび本資料のバージョンアップや修正等はブラザーが任意で行うものとし、お客

様からの本資料の内容に関するお問い合わせまたはご要望に対しては一切応じかねます。 

（b） ブラザーは本資料に関し、明示または黙示であるかを問わず、瑕疵がないこと、特定の目的

に適合することを含め、その他いかなる保証も行いません。 

（c） ブラザーは本資料および本資料に基づきお客様が作成したプログラムに起因して発生した直

接的または間接的損害について、お客様に対し、いかなる責任も負わないものとします。 

 

以上 
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制御コード一覧 

 

 

文字／スタイル選択 

ＥＳＣ Ｒ １Ｂ ５２ 国際文字セットの指定 

ＥＳＣ ｑ １Ｂ ７１ 文字スタイル選択 

ＥＳＣ ｋ １Ｂ ６Ｂ 英数カナ書体選択 

ＥＳＣ ｔ １Ｂ ７４ 文字コード表選択（海外モデル対応） 

 

 

テキスト印字 

ＥＳＣ ４ １Ｂ ３４ イタリック文字の指定 

ＥＳＣ ５ １Ｂ ３５ イタリック文字の解除 

ＥＳＣ Ｅ １Ｂ ４５ 強調指定 
ＥＳＣ Ｆ １Ｂ ４６ 強調解除 

ＥＳＣ Ｇ １Ｂ  ４７ 二重印字指定 

ＥＳＣ Ｈ １Ｂ ４８ 二重印字解除 

ＥＳＣ Ｐ １Ｂ ５０ パイカ・ピッチ指定（１０ｃｐｉ） 

ＥＳＣ Ｍ １Ｂ ４Ｄ エリート・ピッチ指定（１２ｃｐｉ） 

ＥＳＣ ｇ １Ｂ ６７ ミクロン・ピッチ指定 

ＥＳＣ ｐ １Ｂ ７０ プロポーショナル文字の選択 

ＥＳＣ Ｗ １Ｂ ５７ 倍幅拡大文字の選択 

ＳＯ ０Ｅ 自動解除つき拡大指定 

ＥＳＣ ＳＯ １Ｂ ０Ｅ 自動解除つき拡大指定 

ＳＩ ０Ｆ 縮小の指定 

ＥＳＣ ＳＩ １Ｂ ０Ｆ 縮小の指定 

ＤＣ２ １２ 縮小の解除 

ＤＣ４ １４ 自動解除つき倍幅拡大の解除 

ＥＳＣ － １Ｂ ２Ｄ アンダ－ライン指定／解除 

ＥＳＣ ！ １Ｂ ２１ 一括指定 

ＥＳＣ ＳＰ １Ｂ ２０ ＡＮＫ文字のスペース量設定 

ＥＳＣ Ｘ １Ｂ ５８ 英数カナ文字サイズ指定 

 

 

改行 

ＥＳＣ ０ １Ｂ ３０ １／８インチ改行 
ＥＳＣ ２ １Ｂ ３２ １／６インチ改行 

ＥＳＣ ３ １Ｂ ３３ 最小単位の改行量設定 

ＥＳＣ Ａ １Ｂ ４１ ｎ／６０インチ改行量設定 
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水平方向移動 

ＥＳＣ ｌ １Ｂ ６Ｃ 左マージン設定 

ＥＳＣ Ｑ １Ｂ ５１ 右マージン設定 

ＣＲ ０Ｄ 印字復帰             

ＥＳＣ Ｄ １Ｂ ４４ 水平タブ位置設定 

ＨＴ ０９ 水平タブの実行 

ＥＳＣ ＄ １Ｂ ２４ 絶対水平位置指定 

ＥＳＣ ￥ １Ｂ ５Ｃ 相対水平位置指定 

ＥＳＣ ａ １Ｂ ６１ 位置揃えの設定 

 

 

垂直方向移動 

ＬＦ ０Ａ 改行               

ＦＦ ０Ｃ 改ページ             
ＥＳＣ Ｊ １Ｂ ４Ａ 順方向紙送り 

ＥＳＣ Ｂ １Ｂ ４２ 垂直タブ位置設定 

ＶＴ ０Ｂ 垂直タブの実行 

ＥＳＣ （ Ｖ １Ｂ ２８ ５６ 絶対垂直位置指定 

ＥＳＣ （ ｖ １Ｂ ２８ ７６ 相対垂直位置指定 

 

 

用紙書式 

ＥＳＣ （ ｃ １Ｂ ２８ ６３ ページフォーマット設定 

ＥＳＣ （ Ｃ １Ｂ ２８ ４３ ページ長設定           

 

 

プリンター制御 

ＥＳＣ ＠ １Ｂ ４０ 初期化              

 

 

グラフィックコマンド 

ＥＳＣ ＊ １Ｂ ２Ａ ビットイメージ選択 

ＥＳＣ Ｋ １Ｂ ４Ｂ ８ドット単密度ビットイメージ 

ＥＳＣ Ｌ １Ｂ ４Ｃ ８ドット倍密度ビットイメージ 

ＥＳＣ Ｙ １Ｂ ５９ ８ドット倍速倍密度ビットイメージ 

ＥＳＣ Ｚ １Ｂ ５Ａ ８ドット４倍密度ビットイメージ 
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漢字コマンド（日本モデル対応） 

ＦＳ ＆ １Ｃ ２６ 漢字モード指定 

ＦＳ ． １Ｃ ２Ｅ 漢字モード解除 

ＦＳ Ｄ １Ｃ ４４ 半角文字縦書き２文字印字 

ＦＳ Ｊ １Ｃ ４Ａ 縦書き指定 

ＦＳ Ｋ １Ｃ ４Ｂ 横書き指定 

ＦＳ Ｓ １Ｃ ５３ 全角文字のスペース量設定 

ＦＳ Ｔ １Ｃ ５４ 半角文字のスペース量設定 

ＦＳ Ｕ １Ｃ ５５ 半角文字間スペース補正 

ＦＳ Ｖ １Ｃ ５６ 半角文字間スペース補正の解除 

ＦＳ Ｗ １Ｃ ５７ ４倍角文字選択 

ＦＳ Ｙ １Ｃ ５９ 漢字サイズ指定 

ＦＳ ｒ １Ｃ ７２ １／４角文字指定 

ＦＳ － １Ｃ ２Ｄ 漢字アンダーライン設定 

ＦＳ ！ １Ｃ ２１ 漢字印字モードの設定 

ＦＳ ＳＩ １Ｃ ０Ｆ 半角文字指定 

ＦＳ ＤＣ２ １Ｃ １２ 半角文字解除 

ＦＳ ＳＯ １Ｃ ０Ｅ 自動解除付き倍角文字指定 

ＦＳ ＤＣ４ １Ｃ １４ 自動解除付き倍角文字の解除 

 

 

拡張コマンド 

ＥＳＣ ｉ Ｂ １Ｂ ６９ ４２ バーコード 

ＥＳＣ ｉ Ｑ １Ｂ ６９ ５１ ２次元バーコード ＱＲコード 

ＥＳＣ ｉ Ｐ １Ｂ ６９ ５０ ＱＲコードバージョン設定 

ＥＳＣ ｉ Ｖ １Ｂ ６９ ５６ ２次元バーコード ＰＤＦ４１７ 

ＥＳＣ ｉ Ｄ １Ｂ ６９ ４４ ２次元バーコード データマトリックス 

ＥＳＣ ｉ Ｍ １Ｂ ６９ ４Ｄ ２次元バーコード ＭａｘｉＣｏｄｅ 

ＥＳＣ ｉ Ｆ １Ｂ ６９ ４６ 転送データプリント 

ＥＳＣ ｉ ａ １Ｂ ６９ ６１ コマンドモード切替         

ＥＳＣ ｉ Ｓ １Ｂ ６９ ５３ プリンターステータス要求 

ＥＳＣ ｉ Ｌ １Ｂ ６９ ４Ｃ ランドスケープ設定 

ＥＳＣ ｉ Ｃ １Ｂ ６９ ４３ カット設定             
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拡張静的コマンド 

ＥＳＣ ｉＸＱ２ １Ｂ ６９ ５８ ５１ ３２ デフォルト文字スタイル設定 
ＥＳＣ ｉＸＱ１ １Ｂ ６９ ５８ ５１ ３１ デフォルト文字スタイル取得 
ＥＳＣ ｉＸｋ２ １Ｂ ６９ ５８ ６Ｂ ３２ デフォルト書体設定 

ＥＳＣ ｉＸｋ１ １Ｂ ６９ ５８ ６Ｂ ３１ デフォルト書体取得 
ＥＳＣ ｉＸＸ２ １Ｂ ６９ ５８ ５８ ３２ デフォルト英数カナ文字サイズ設定 

ＥＳＣ ｉＸＸ１ １Ｂ ６９ ５８ ５８ ３１ デフォルト英数カナ文字サイズ取得 
ＥＳＣ ｉＸ３２ １Ｂ ６９ ５８ ３３ ３２ デフォルト改行量設定 

ＥＳＣ ｉＸ３１ １Ｂ ６９ ５８ ３３ ３１ デフォルト改行量取得 
ＥＳＣ ｉＸＡ２ １Ｂ ６９ ５８ ４１ ３２ デフォルト位置揃え設定 

ＥＳＣ ｉＸＡ１ １Ｂ ６９ ５８ ４１ ３１ デフォルト位置揃え取得 
ＥＳＣ ｉＸ（２ １Ｂ ６９ ５８ ２８ ３２ デフォルトページ長設定 

ＥＳＣ ｉＸ（１ １Ｂ ６９ ５８ ２８ ３１ デフォルトページ長取得 
ＥＳＣ ｉＸＬ２ １Ｂ ６９ ５８ ４Ｃ ３２ デフォルトランドスケープ設定 

ＥＳＣ ｉＸＬ１ １Ｂ ６９ ５８ ４Ｃ ３１ デフォルトランドスケープ取得 
ＥＳＣ ｉＸｊ２ １Ｂ ６９ ５８ ６Ａ ３２ デフォルト国際文字セット設定 
ＥＳＣ ｉＸｊ１ １Ｂ ６９ ５８ ６Ａ ３１ デフォルト国際文字セット取得 
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印字領域 

印字媒体には、ダイカットロールと連続（長尺）ロールがある。 

印字媒体のサイズは、種類によって物理的に印字可能な領域は異なる。 

《ダイカット》 

印字禁止領域

印字禁止領域

非印字領域

下マージン上マージン

印字領域

 

 

 

 

 

 

 

 

上マージン位置 
（ＴＯＦ位置） 

 

 

 
左マージン

 

 

右マージン 
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媒体毎の印字領域を以下に示す。 

印刷領域 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

印刷可能範囲 

⑤左余白 ⑥右余白

⑧印字可能範囲長 

④下余白

③上余白

②ラベル長 

①
ラ
ベ
ル
幅 

⑦
印
字
可
能
範
囲
高
さ

No.001 

サ
ー
マ
ル
ヘ
ッ
ド 

No.1296 

⑨ラベル間長 

 
 

媒  体  情  報  一  覧 

媒体種類 媒体

ID 

①ラベ

ル幅 

②ラベ

ル長 

③④

上・下

余白 

⑤⑥

左・右

余白 

⑦印字

可能範

囲高さ

⑧印字

可能範

囲長 

⑨ラ

ベル

間長 

駆動ヘッド

NO. 

RD 51mm 

×26mm 
01A6 50.8mm 25.6mm 1.5mm 3.0mm 47.8mm 19.6mm 3.0mm 

677 ～ 

1240 

RD 76mm 

×26mm 
01A5 76.2mm 25.6mm 1.5mm 3.0mm 73.2mm 19.6mm 3.0mm 

377 ～ 

1240 

RD 102mm 

×50mm 
01A3 101.6mm 49.9mm 1.5mm 3.0mm 98.6mm 43.9mm 3.0mm 

 77 ～ 

1240 

RD 102mm 

×152mm 
01A4 101.6mm 152.4mm 1.5mm 3.0mm 98.6mm 146.4mm 6.3mm 

 77 ～ 

1240 

RD 102mm 

 
019F 101.6mm - 1.5mm 3.0mm 98.6mm ※ - 

 77 ～ 

1240 

※連続（長尺）テープの最大印字可能範囲長は、１ｍである。 
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文字について 

 

使用する文字コードの違いによりＡＮＫモードと漢字モードがある。 

ＡＮＫモードでは１ｂｙｔｅの文字コードを使用し、１書体、３サイズ（１６ドット系、

２４ドット系、３２ドット系）のビットマップフォントとアウトラインフォントを持つ。 

漢字モードでは２ｂｙｔｅの文字コードを使用し、縦横３２ドット×３２ドット、２４ド

ット×２４ドット、１６ドット×１６ドットの３種類のビットマップフォントとアウトラ

インフォントを持つ。 

なお、漢字モードという名前であるが、漢字だけでなくＡＮＫ（アルファベット・数字・

カナ）もＡＮＫモードとは違うコードで含んでいる。 

漢字モードでの文字コードは、第２水準までのＪＩＳとシフトＪＩＳコードが使用可能で

ある。 
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文字のサイズ 

 

ＡＮＫモードには、各フォントに対し、全角、縮小（半角として解釈）、横倍、縦倍、４倍

がある。 

縦２倍 

４倍角 
 

 
全 半 倍角 

 

 

 

 

 

漢字モードには、それぞれのフォントに対し、全角、半角、縦２倍、横２倍、４倍角（＝

縦横２倍づつ）、上付き１／４角文字、下付き１／４角文字の指定ができ、それらは組合せ

ても指定可能である。更に縦横の指定も加わる。 

なお、半角と１／４角との指定では半角は無視され１／４角となる。 

 

全 半 横２倍 

縦２倍 

 

 

 

 

４倍角 
 

下 

上 
 

 

 

 

＜組み合わせ例＞ 

●縦書きの文字の時 

 

 

全 横２倍 

縦２倍 

 
半 

 

 

 

４倍角 
 

上 

下 
 

横２倍の半角 
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●横書きの文字の時 

 

全 半 横２倍 

縦２倍 

縦

２

倍

の

半

角 

 

 

 

 

４倍角 
 

上 

下 
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ピッチ 

 

 

ピッチとは隣り合う文字と文字との間隔のことを表す。 

文字が固定ピッチに配置してある場合、文字は等間隔に並ぶ。 

複数行に渡る文字列では各列が真っ直ぐに揃う。 

 

ｃ ｂ ａ ａ ｂ ｃ 
 

 

 

 等間隔 

一方、プロポーショナルピッチになると、文字毎にフォントの横幅が変わる。 

（Ｗでは横幅が広く、Iでは狭くなる） 

そのため、文字と文字との間に余計なスペースが無くなり、引き締まった印象を与える。 

等間隔 

ｗ Ｃ Ｉ

 

ｗ Ｃ Ｉ 

 

 
間隔が異なる 間隔が異なる 

 

プロポーショナルピッチに特化した書体を固定ピッチとして使用する場合、元々の書体で

一番横幅の広い文字の横幅に全ての文字の横幅を合わせることにする。 

 

ｗ Ｃ Ｉ ｗ Ｃ Ｉ  

 

 
間隔が異なる 等間隔 

 

 

間隔が異なる 

ｗ ｗ Ｃ Ｉ 

等間隔 

Ｃ Ｉ  

 

 

 

これを行うことで、プロポーショナルピッチの書体であっても書体が変わることなく等間

隔が実現できる。 

尚、固定ピッチに特化した書体をプロポーショナルピッチとして使用する場合は、横幅は

各文字共通となり、見た目では固定ピッチの時と変わらないことになる。 
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印字位置 

 

印字位置とは、文字やビットマップ、バーコードを印字する基準位置である。 

印字位置には水平方向印字位置と垂直方向印字位置があり、垂直位置移動や水平位置移動

の基点にもなる。 

 

文字の上端を印字位置と一致させるように配置する。 

個々の文字のベースラインは、サイズ・書体等に関わらず文字の下端にある。 

 

全 
ベースライン位置

印字位置

 

 

 

 

 

同一行に印字する全ての文字は、個々の文字のベースライン位置を一致させた位置に印字

される。 

高さの異なる文字が混在している場合は、同一行にある文字の内、最大文字高さの文字の

ベースラインに合わせる。 

 

印字位置 

 

全 全 全
ベースライン位置
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なお、アンダーラインは横書き時は、ベースライン位置より下に４ドット離れたところへ

連続して引かれる。 

縦書き時は、印字位置にアンダーラインを引かれ、文字はそこから４ドット下から始まる。 

縦書き時は、そのフォントの縦中心線がその行の高さの半分の位置と一致するように配置

する。 

・半角文字縦書き２行印字の時は、全角文字だったとして先ず位置を決め、全角文字の中

に２文字を配置した時の位置が今回の位置となる。 

・縦書きの１／４角文字の時は、全角文字だったとして先ず位置を決め、全角文字の中に

文字を配置した時の位置が今回の高さ方向の位置となる。（横方向の位置は横書きの時

と同じになる） 

 

 

縦書き時 

印字位置  

全 全 全
ベースライン位置 

半 半 半  

 

 

 

 

 

ビットマップ、バーコード、転送イメージ 

 

これらのイメージデータは、文字と同等に見なしてイメージ下端がベースラインに一致す

るように印字される。 

 

 

同一行 

・文字あるいはイメージ同士の間に水平タブが有っても同一行と見なす。 

・文字あるいはイメージ同士の間の水平移動では右側に移動するものについては同一行と

して扱うが、左側に移動して折り返すような時には別の行として扱う。 
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改行量 

 

改行量は印字位置から次の行の印字位置までの垂直方向の移動量を表す。 

 

 ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ 

 ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ 
改行量

 ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ 

 

改行量は、ＥＳＣ ０、ＥＳＣ ２、ＥＳＣ Ａ、ＥＳＣ ３により設定する。 

 

・同一行中に混在する文字の内、文字高さの一番大きい文字を見つけ、その文字の上端が

垂直方向印字位置となるようにベースラインを移動する。 

・その行内の最大文字高さが行の高さとなる。 

・アンダーラインが付けられると行の高さには４ドットが付加される。 

横書きには文字の下部に付き、縦書きには文字の上部に付く。 

同一行に横書きのアンダーラインと縦書きのアンダーラインとが混在する時は行の高さ

には８ドットが付加される。 

・“行の高さ＞改行量の設定値”の時、実際の改行量には行の高さを用いる。 

それにより、改行量の設定値が小さい場合も、改行した上下の行が重なり合うことはな

い。 
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文書作成の流れ 

 

以下は、文書作成の流れの説明である｡ 

 

 

 
Ａ コマンドモード切替（ＥＳＣ ｉ ａ） 初期化（ＥＳＣ ＠） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   垂直タブ位置設定（ＥＳＣ Ｂ） 

   水平タブ位置設定（ＥＳＣ Ｄ） 

５．タブ設定 

４．改行量設定（ＥＳＣ ０、ＥＳＣ ２、ＥＳＣ ３、ＥＳＣ Ａ） 

   左右マージン（ＥＳＣ ｌ、ＥＳＣ Ｑ） 

   ページフォーマット設定（ＥＳＣ （ ｃ） 

３．印字領域設定 

２．ページ長設定（ＥＳＣ（Ｃ） 

１．ランドスケープ設定（ＥＳＣ ｉ Ｌ） 

Ｂ 書式設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

７．文書終了 

６．上記１～６の繰返し 

５．ページ終了、カット設定（ＥＳＣ ｉ Ｃ）、改ページ（ＦＦ） 

４．上記１～３の繰返し 

３．行終了、紙送り（ＣＲ、ＬＦ） 

   を転送します｡ 

   必要に応じてテキスト処理コード（Ｄ 参照）、 

   ビットイメージ、バーコード、転送データ（Ｅ 参照） 

２．印字データ（１行分）転送 

   水平位置指定（ＥＳＣ ＄、ＥＳＣ ￥、ＨＴ、ＥＳＣ ａ） 

   垂直位置指定（ＥＳＣ （ ｖ、ＥＳＣ （Ｖ、ＶＴ、ＥＳＣ Ｊ） 

１．印字位置指定 

Ｃ 印字動作 
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※上記１～７は、必要に応じて前後させて繰返し送る｡ 

 

 文字サイズ指定（ＦＳ Ｙ） 

 文字間隔（ＦＳ Ｓ、ＦＳ Ｔ、ＦＳ Ｕ、ＦＳ Ｖ） 

６．漢字用 文字装飾（ＦＳ Ｄ、ＦＳ Ｊ、ＦＳ Ｋ、ＦＳ Ｗ、ＦＳ ｒ、 

  ＦＳ －、ＦＳ ！、ＦＳ ＳＩ、ＦＳ ＤＣ２、 

  ＦＳ ＳＯ、ＦＳ ＤＣ４） 

７．漢字コード 

５．漢字用 文字セットの指定 

２．文字装飾（ＥＳＣ ４、ＥＳＣ ５、ＥＳＣ Ｅ、ＥＳＣ Ｆ、ＥＳＣ Ｇ、 

       ＥＳＣ Ｈ、ＥＳＣ Ｗ、ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯ、ＳＩ、ＥＳＣ ＳＩ、

       ＤＣ２、ＤＣ４、ＥＳＣ －、ＥＳＣ ！） 

３．文字コード 

４．ＡＮＫモード／漢字モードの選択（ＦＳ ＆、ＦＳ ．） 

   文字間隔（ＥＳＣ Ｐ、ＥＳＣ Ｍ、ＥＳＣ ｇ、ＥＳＣ ＳＰ） 

   文字サイズ指定（ＥＳＣ Ｘ） 

   書体選択（ＥＳＣ ｋ） 

   国際文字選択（ＥＳＣ Ｒ）  

１．文字セットの指定 

Ｄ テキスト処理 

 

 

 

 

 

 

 

     保存することが必要である｡ 

     転送データでは、予め本体にイメージデータを転送し 

  転送データ（ＥＳＣ ｉ Ｆ） 

  ２次元バーコード（ＥＳＣ ｉ Ｑ、ＥＳＣ ｉ Ｖ、ＥＳＣ ｉ Ｄ、ＥＳＣ ｉ Ｍ）

  バーコード（ＥＳＣ ｉ Ｂ） 

 

Ｅ ビットイメージ（ＥＳＣ ＊、ＥＳＣ Ｋ、ＥＳＣ Ｌ、ＥＳＣ Ｙ、ＥＳＣ Ｚ） 
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制御コマンド詳細 

 

 

文字／スタイル選択コマンド 

 

ESC R 国際文字セットの設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ Ｒ  ｎ 

【１０進】     ２７ ８２ ｎ 

【１６進】     １Ｂ ５２ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ≦１３、６４ 

【解説】 

・各国別の文字セットを選択し、ｎの値によりコード表の一部文字コードが切替わる｡ 

  ｎ＝０ ：ＵＳＡ 

  ｎ＝１ ：フランス 

  ｎ＝２ ：ドイツ 

  ｎ＝３ ：イギリス 

  ｎ＝４ ：デンマーク 

  ｎ＝５ ：スウェーデン 

  ｎ＝６ ：イタリア 

  ｎ＝７ ：スペイン 

  ｎ＝８ ：日本 

  ｎ＝９ ：ノルウェー 

  ｎ＝１０：デンマークⅡ 

  ｎ＝１１：スペインⅡ 

  ｎ＝１２：ラテンアメリカ 

  ｎ＝１３：韓国 

  ｎ＝６４：リーガル 

・切替わるコードは、以下の１２コード。 

     ２３ｈ、２４ｈ、４０ｈ、５Ｂｈ、５Ｃｈ、５Ｄｈ、 

     ５Ｅｈ、６０ｈ、７Ｂｈ、７Ｃｈ、７Ｄｈ、７Ｅｈ 

・初期設定は、ｎ＝８（日本）。 

【例】 

   コード 

     ５Ｃｈ ＥＳＣ Ｒ ００ｈ ５Ｃｈ ＦＦ 

   印字結果 

     ￥＼ 
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ESC q 文字スタイル選択 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ   ｑ ｎ 

【１０進】     ２７ １１３ ｎ 

【１６進】     １Ｂ  ７１ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】    ０≦ｎ≦３ 

【解説】 

・文字スタイルを選択する。 

ｎ＝０：解除（通常文字） 

ｎ＝１：袋文字 

ｎ＝２：影付き文字 

ｎ＝３：影付き袋文字 

【例】 

   コード 

     ＡＢＣ ＥＳＣ ｑ ０２ｈ ＡＢＣ ＥＳＣ ｑ ００ｈ ＡＢＣ ＦＦ 

   印字結果 

     ＡＢＣＡＢＣＡＢＣ 
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ESC ｋ 書体選択 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ｋ   ｎ 

【１０進】     ２７ １０７ ｎ 

【１６進】     １Ｂ ６Ｂ  ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   ｎ＝０，８ 

【解説】 

・書体を選択する。 

  ビットマップフォント 

ｎ＝０ ゴシック 

           

  アウトラインフォント 

ｎ＝８ ゴシック 

 

・初期値は、ｎ＝０ 

・選択書体をビットマップフォントからアウトラインフォントへ変更すると、 

文字サイズが初期値（４２ドット）となる 

・選択書体をアウトラインフォントからビットマップフォントへ変更すると、 

 文字サイズが初期値（３２ドット）となる 
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テキスト印字コマンド 

 

ESC 4 イタリック文字の指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ４ 

【１０進】     ２７ ５２ 

【１６進】     １Ｂ ３４ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   なし 

【解説】 

・イタリック文字を指定する。 

・英数カナ文字、漢字ともに有効である。 

・漢字縦書き時にも受け付けるが、イタリックは横書きの時のみ掛かる。 

・行の途中でも有効である。 

 

 

ESC 5 イタリック文字の解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ５ 

【１０進】     ２７ ５３ 

【１６進】     １Ｂ ３５ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   なし 

【解説】 

・イタリック文字を解除する。 

・行の途中でも有効である。 

【例】 

   コード 

     ＡＢＣ ＥＳＣ ４ ＤＥＦ ＥＳＣ ５ ＧＨＩ ＦＦ 

   印字結果 

     ＡＢＣＤＥＦＧＨＩ 
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ESC E 強調指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｅ 

【１０進】     ２７ ６９ 

【１６進】     １Ｂ ４５ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   なし 

【解説】 

・以降の印字データを強調で印字する。 

・英数カナ文字、漢字ともに有効である。 

・行の途中でも有効である。 

 

 

ESC F 強調解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｆ 

【１０進】     ２７ ７０ 

【１６進】     １Ｂ ４６ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   なし 

【解説】 

・強調を解除する。 

・行の途中でも有効である。 

・英数カナ文字、漢字ともに有効である。 

【例】 

   コード 

     ＡＢＣ ＥＳＣ Ｅ ＤＥＦ ＥＳＣ Ｆ ＧＨＩ ＦＦ 

   印字結果 

     ＡＢＣＤＥＦＧＨＩ 
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ESC G 二重印字指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ Ｇ 

【１０進】     ２７ ７１ 

【１６進】     １Ｂ ４７ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   なし 

【解説】 

・以降の印字データを強調で印字する。 

・行の途中でも有効である。 

・英数カナ文字、漢字ともに有効である。 

 

 

ESC H 二重印字解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｈ 

【１０進】     ２７ ７２ 

【１６進】     １Ｂ ４８ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   なし 

【解説】 

・強調を解除する。 

・行の途中でも有効である。 

・英数カナ文字、漢字ともに有効である。 

【例】 

   コード 

     ＡＢＣ ＥＳＣ Ｇ ＤＥＦ ＥＳＣ Ｈ ＧＨＩ ＦＦ 

   印字結果 

     ＡＢＣＤＥＦＧＨＩ 
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ESC P パイカ・ピッチ指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ Ｐ 

【１０進】     ２７ ８０ 

【１６進】     １Ｂ ５０ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】    なし 

【解説】 

・以後のデータ（ＡＮＫ文字）をパイカ・ピッチ（１０文字／インチ）で印字する。 

・１文字当たりの間隔は３０ドット（＝３００ドット／１０文字）となる。 

・文字幅が３０ドット以下の場合は、文字間スペースとして“３０－文字幅”を設定する。 

・文字幅が３０ドットを超える場合は、文字幅を１文字当りの間隔として文字を置く。（文

字間スペースは０ドット） 

そのため、正確にはパイカ・ピッチとはならない。 

・倍幅拡大時は、１文字当りの間隔は倍の６０ドットとなる。 

・縮小時は、１文字当りの間隔は半分の１５ドットとなる。 

・ＥＳＣ ＳＰで文字間スペース量が変更されている時も設定値が更新される。 

・ＰＳピッチに設定してある時は無効である。 

・アウトラインフォント選択では、文字間スペースは０ドットである。 

 

＜海外＞ 

全角 倍角 縮小 公称（ドット） 

 ２４ ３２ ４８ ２４ ３２ ４８ ２４ ３２ ４８

ブルーアム １１ １６ ２６ ２２ ３２ ５２ ６ ８ １３

レターゴシックボールド １０ １４ ２２ ２０ ２８ ４４ ５ ７ １１

ブルッセル ２５ ３５ ５６ ５０ ７０ １１２ １３ １８ ２８

ヘルシンキ ２１ ２８ ４４ ４２ ５６ ８８ １１ １４ ２２

横
幅
（
ド
ッ
ト
）サンディエゴ ２４ ３５ ５７ ４８ ７０ １１４ １２ １８ ２９

固定ピッチの時の横幅一覧です。（装飾が掛かると大きくなることがあります） 

 

【例】全角時の横幅が２４ドットのフォントの時 

 全角時 倍幅拡大時 

 

Ａ Ｂ 

6 ドット 

24 ドット 

Ａ 

12 ドット

Ｂ 

48 ドット
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ESC M エリート・ピッチ指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ Ｍ 

【１０進】     ２７ ７７ 

【１６進】     １Ｂ ４Ｄ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   なし 

【解説】 

・以後のデータ（ＡＮＫ文字）をエリート・ピッチ（１２文字／インチ）で印字する。 

・１文字当たりの間隔は２５ドット（＝３００ドット／１２文字）となる。 

・文字幅が２５ドット以下の場合は、文字間スペースとして“２５－文字幅”を設定する。 

・文字幅が２５ドットを超える場合は、文字幅を１文字当りの間隔として文字を置く。（文

字間スペースは０ドット） 

そのため、正確にはパイカ・ピッチとはならない。 

・倍幅拡大時は、１文字当りの間隔は倍の５０ドットとなる。 

・縮小時は、１文字当りの間隔は１３ドットとなる。 

・ＥＳＣ ＳＰで文字間スペース量が変更されている時も設定値が更新される。 

・ＰＳピッチに設定してある時は無効である。 

・アウトラインフォント選択では、文字間スペースは０ドットである。 

 

【例】全角時の横幅が２４ドットのフォントの時 

 全角時 倍幅拡大時 
24 ドット 48 ドット

 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ  

 

 2 ドット 1 ドット 
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ESC g ミクロン・ピッチの指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ｇ 

【１０進】     ２７ １０３ 

【１６進】     １Ｂ ６７ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   なし 

【解説】 

・以後のデータ（ＡＮＫ文字）をミクロン・ピッチ（１５文字／インチ）で印字する。 

・１文字当たりの間隔は２０ドット（＝３００ドット／１５文字）となる。 

・文字幅が２０ドット以下の場合は、文字間スペースとして“２０－文字幅”を設定する。 

・文字幅が２０ドットを超える場合は、文字幅を１文字当りの間隔として文字を置く。（文

字間スペースは０ドット） 

そのため、正確にはミクロン・ピッチとはならない。 

・倍幅拡大時は、１文字当りの間隔は倍の４０ドットとなる。 

・縮小時は、１文字当りの間隔は半分の１０ドットとなる。 

・ＥＳＣ ＳＰで文字間スペース量が変更されている時も設定値が更新される。 

・ＰＳピッチに設定してある時は無効である。 

・アウトラインフォント選択では、文字間スペースは０ドットである。 

 

【例】全角時の横幅が１１ドットのフォントの時 

 全角時 倍幅拡大時 
11 ドット 22 ドット

 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ  

 

 18 ドット 9 ドット 
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ESC p プロポーショナル文字の選択 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ｐ   ｎ 

【１０進】     ２７ １１２ ｎ 

【１６進】     １Ｂ ７０  ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎ＝０、１、４８(“０”)、４９(“１”) 

【解説】 

・プロポーショナル文字の選択を行う。 

・ｎ＝１、４９(“１”)でプロポーショナル文字の指定を行う。 

・ｎ＝０、４８(“０”)でプロポーショナル文字の解除を行う。 

 

・プロポーショナル文字に指定した場合、ＥＳＣ ＳＰで設定される文字間スペース量は

そのまま保存される。 

・ANK モードの英数文字のみに有効である。 
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ESC W 倍幅拡大文字の選択 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ Ｗ  ｎ 

【１０進】    ２７  ８７ ｎ 

【１６進】    １Ｂ  ５７ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎ＝０、１ または ４８(“０”)、４９(“１”) 

【解説】 

・倍幅拡大を指定する。 

・ｎ＝１または４９("1")のとき倍幅拡大を指定する。 

・ｎ＝０たはは４８("0")のとき倍幅拡大を解除する。 

・このコードで指定した倍幅拡大は、ＤＣ４、ＦＳ ＤＣ４コードや改行では解除されな

い。 

・倍幅拡大の解除は、英数カナ文字モードの縮小指定、漢字モードの 1/4 角文字指定と半

角文字指定を解除する。 

・英数カナ文字、漢字ともに有効である。 

 

【例】 

   コード 

     ＡＢＣ ＥＳＣ Ｗ １ ＡＢＣ ＥＳＣ Ｗ ０ ＡＢＣ ＦＦ 

   印字結果 

     ＡＢＣＡＢＣＡＢＣ 
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SO 自動解除付き拡大指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＳＯ 

【１０進】    １４ 

【１６進】    ０Ｅ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】  なし 

【解説】 

・以後のデータを倍幅拡大文字で印字する。 

・このモードは、ＤＣ４，ＬＦ、ＶＴ、ＦＦまたは自動改行によって解除される。 

・このモードは、ＥＳＣ ＄、ＥＳＣ ￥によって解除される。 

・このモードは、ＥＳＣ Ｗ＋０によっても解除される。 

・英数カナ文字、漢字ともに有効である。 

 

 

ESC SO 自動解除付き拡大指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ＳＯ 

【１０進】    ２７  １４ 

【１６進】    １Ｂ  ０Ｅ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 なし 

【解説】 

・ＳＯに同じ。 

【例】 

   コード 

     ＡＢＣ ＥＳＣ ＳＯ ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫ…ＸＹＺ ＦＦ 

   印字結果 

     ＡＢＣＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫ…（自動改行） 

     ＸＹＺ 
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SI 縮小の指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＳＩ 

【１０進】    １５ 

【１６進】    ０Ｆ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 なし 

【解説】 

・以後のデータを半角で印字する。 

 

 

ESC SI 縮小の指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ ＳＩ 

【１０進】    ２７  １５ 

【１６進】    １Ｂ  ０Ｆ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】  なし 

【解説】 

・ＳＩに同じ。 

 

 

DC2 縮小の解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＤＣ２ 

【１０進】    １８ 

【１６進】    １２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】  なし 

【解説】 

・ＳＩで指定された縮小を解除する。 
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DC 4 自動解除付き倍幅拡大の解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＤＣ４ 

【１０進】    ２０ 

【１６進】    １４ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 なし 

【解説】 

・ＥＳＣ ＳＯ、ＳＯ、ＦＳ ＳＯによる倍幅拡大を解除する。 

・ＥＳＣ Ｗによる設定は解除されない。 

・英数カナ文字、漢字ともに有効である。 

【例】 

   コード 

     ＡＢＣ ＥＳＣ ＳＯ ＡＢＣＤＥＦ ＤＣ４ ＧＨＩＪＫ ＦＦ 

   印字結果 

     ＡＢＣＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫ 
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ESC - アンダーライン指定/解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  － ｎ 

【１０進】     ２７ ４５ ｎ 

【１６進】     １Ｂ ２Ｄ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎ＝０，１，２，３，４ または 48(“０”)，49(“１”)，50(“２”)，51(“３”)，52(“４”) 

【解説】 

アンダーライン(下線)の指定と解除を行う。 

・ｎ＝４，52(“４”)のとき、４ドット幅のアンダーラインを指定する。 

・ｎ＝３，51(“３”)のとき、３ドット幅のアンダーラインを指定する。 

・ｎ＝２，50(“２”)のとき、２ドット幅のアンダーラインを指定する。 

・ｎ＝１，49(“１”)のとき、１ドット幅のアンダーラインを指定する。 

・ｎ＝０，48(“０”)のとき、アンダーラインを解除する。 

・行の途中でも有効である。 

・このコードによるアンダーラインは連続した線になる。 

・文字間やスペースの部分にも引かれる。 

・絶対水平位置指定（ＥＳＣ ＄）、相対水平位置指定（ＥＳＣ ￥）による移動部分には

アンダーラインを引かない。 

・ビットイメージデータやバーコードにはアンダーラインは引かない。 

・アンダーライン指定した文字を含む行の改行量は設定されている改行量に４／３００イ

ンチ（＝４ドット）付加した値になる。 

・アンダーラインの幅が１ドットの時、以下の位置にアンダーラインは引かれる。 

文字の下方２／３００インチ（＝２ドット）の位置になる。 

・アンダーラインの幅が２ドットの時、以下の位置にアンダーラインは引かれる。 

文字の下方２／３００インチ（＝２ドット）と 

 ３／３００インチ（＝３ドット）の位置になる。 

・アンダーラインの幅が３ドットの時、以下の位置にアンダーラインは引かれる。 

文字の下方１／３００インチ（＝１ドット）から 

 ３／３００インチ（＝３ドット）の位置になる。 

・アンダーラインの幅が４ドットの時、以下の位置にアンダーラインは引かれる。 

文字の下方１／３００インチ（＝１ドット）から 

 ４／３００インチ（＝４ドット）の位置になる。 

 

  ＡＢＣＤＥ  ＡＢＣＤＥ  ＡＢＣＤＥ 

     （幅１ドット） （幅３ドット） 
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【例】 

   コード 

     ＡＢＣ ＥＳＣ － １ ＡＢＣ ＥＳＣ － ０ ＡＢＣ ＦＦ 

   印字結果 

     ＡＢＣＡＢＣＡＢＣ 
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ESC ! 一括指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ！ ｎ 

【１０進】     ２７ ３３ ｎ 

【１６進】     １Ｂ ２１ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】    ０≦ｎ≦２５５ 

【解説】 

・各種の印字モードを組み合わせで指定する。 

・ｎの値の各ビットによって指定を行う。 

・ＥＳＣ ！コードを使用すると、複数の印字モードの組み合わせがー度で指定できる。 

・ここでの強調の設定は漢字モードでも有効である。 

・ここでの倍幅拡大の設定は漢字モードでも有効である。 

・ここでのイタリックの設定は漢字モードでも有効である。 

・優先度は、 ｂｉｔ５＞ｂｉｔ２ とする。 

・ｂｉｔ０は、ｂｉｔ１が０の時のみ、有効である。 

・文字スタイル選択を解除し、通常文字となる。 

・倍幅拡大の解除は、英数カナ文字モードの縮小指定、漢字モードの 1/4 角文字指定と半

角文字指定を解除する。 

・文字スタイル設定は無効になる。 

 

ビット 7 6 5 4 3 2 1 0
１のとき ｱﾝﾀ゙ ﾗーｲﾝ イタリック 倍幅拡大 縦倍拡大 強調 縮小 ﾌ゚ ﾛﾎ゚ ｼーｮﾅﾙ １２ｃｐｉ

０のとき 解除 解除 解除 解除 解除 解除 解除 １０ｃｐｉ  

 
【例】アンダーラインと倍幅拡大を一度に設定する。 

   コード 

     ＡＢＣ ＥＳＣ ！ Ａ０ｈ ＡＢＣ ＥＳＣ ！ ００ｈ ＡＢＣ ＦＦ 

   印字結果 

     ＡＢＣＡＢＣＡＢＣ 
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ESC SP ＡＮＫ文字のスペース量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ＳＰ ｎ 

【１０進】     ２７  ３２ ｎ 

【１６進】     １Ｂ  ２０ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ≦１２７ 

【解説】 

・文字間のスペース量を設定する。 

・ｎはドット数を示す。 

・初期値は０ドットである。 

・倍角時にはスペース量は２倍になり、半角時には１／２倍に扱われる。 

・ＡＮＫモードにおいて有効である。 
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ESC X 英数カナ文字サイズ指定  

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ  Ｘ ｍ ｎＬ ｎＨ 

【１０進】    ２７ ８８ ｍ ｎＬ ｎＨ 

【１６進】    １B ５８ ｍ ｎＬ ｎＨ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】    文字幅  ：ｍの値については関知しない。 

文字サイズ：ビットマップフォント 

ｎＬ＝１６，２４，３２ 

  ｎＨ＝０   の時のみ有効。 

  アウトラインフォント 

  ｎL＝３３，３８，４２，４６，５０，５８，６７，７５， 

  ｎL＝８３，９２，１００，１１７，１３３，１５０， 

  ｎL＝１６７，２００，２３３ 

  ｎH＝０ 

  ｎL＝１１，４４，７７，１１１，１４４ 

  ｎH＝１   の時のみ有効。 

【解説】 

・このコマンドはサイズを変更する目的だけに使用する。 

・文字幅は設定できない。 

・文字サイズをｎ＝ｎＬ＋ｎＨ＊２５６ドットに設定する。 

・縦横同じサイズである。 

・ビットマップフォント ｎ＝１６、２４、３２で有効。 

アウトラインフォント ｎ＝３３，３８，４２，４６，５０，５８，６７，７５，８３，

９２，１００，１１７，１３３，１５０，１６７，２００，２３３，２６７，３００，

３３３，３６７，４００で有効 

・拡大指定、縮小指定、英数カナ文字スペース量設定（ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ、ＳＩ、ＥＳＣ ！、

ＥＳＣ ＳＰ）の設定は引き続き有効で、これらのコマンドも有効である。 

 

【例】２４ドットフォントの ＡＢＣ と ５０ドットフォントの ＤＥＦ。 

   コード 

     ＥＳＣ ｋ ００ｈ 

     ＥＳＣ Ｘ ００ｈ １８ｈ ００ｈ ＡＢＣ 

     ＥＳＣ ｋ ０８ｈ 

 ＥＳＣ Ｘ ００ｈ ３２ｈ ００ｈ ＤＥＦ ＦＦ 

   印字結果 

     ＡＢＣＤＥＦ 
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改行量コマンド 

 

ESC 0 １／８インチ改行量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ０ 

【１０進】     ２７ ４８ 

【１６進】     １Ｂ ３０ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   なし 

【解説】 

・改行量を１／８インチ(約 0.32cm)に設定する。 

・３８／３００インチ（＝３８ドット）に改行量を設定する。 

 

 

ESC 2 １／６インチ改行量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ２ 

【１０進】     ２７ ５０ 

【１６進】      １Ｂ ３２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   なし 

【解説】 

・改行量を１／６インチ(約 0.42cm)に設定する。 

・５０／３００インチ（＝５０ドット）に改行量を設定する。 

 

 

ESC 3 最小単位の改行量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ３ ｎ 

【１０進】     ２７ ５１ ｎ 

【１６進】     １Ｂ ３３ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ≦２５５ 

【解説】 

・改行量を 1 行あたりｎ／３００インチに設定する。 

・改行を１ドット単位で設定することになる。 
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ESC A ｎ／６０インチ改行量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ａ ｎ 

【１０進】    ２７  ６５ ｎ 

【１６進】    １Ｂ  ４１ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   ０≦ｎ≦２５５ 

【解説】 

・改行量をｎ／６０インチに設定する。 

・改行量を５ドット単位で設定することになる。 
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水平方向移動コマンド 

 

ESC l 左マージン設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ   ｌ  ｎ 

【１０進】     ２７ １０８  ｎ 

【１６進】     １Ｂ  ６Ｃ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ≦２５５ 

        ０≦左マージン＜右マージン 

【解説】 

・左マージン、右マージンは物理的な印字可能領域の左端が基準となる。 

・物理的な印字可能領域の左端から設定される桁数までを非印字領域として設定する。左

マージン位置は設定桁の右端である。（文字幅＊ｎ） 

・０≦（文字幅＊ｎ）≦ｘの範囲で設定し、この範囲を超える設定は無視される。ただし、

ｘは媒体に依存した値となる。 

・左端（１桁目）からｎ桁目までを非印字領域として設定する。 

・左端から（設定時の文字幅＊ｎ）の位置を左マージン位置とする。 

設定時の文字幅は、文字間スペース量設定、全角文字スペース量設定、または、半角文

字スペース量の設定の値を含む。また、１０ｃｐｉ（＝３０ドット）、１２ｃｐｉ（＝２

５ドット）、１５ｃｐｉ（＝２０ドット）、縮小や倍幅拡大設定がされている時は、その

文字幅を単位として処理する。 

但し、文字修飾により文字幅が広がる分には対応しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

左マージン位置左端 

印字領域非印字領域 非印字領域

左マージン設定 

右マージン設定 

印字可能領域

右マージン位置

桁 

例、左マージン＝５桁、右マージン＝１４桁

・水平方向の印字位置を左マージン位置へ移動する。 
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・左マージンの設定を行の先頭で無い時にした場合は、改行をした後、左マージンの設定

を行う。 

尚、行の先頭とは、左寄せの時は、左マージン位置にいることを表し、 

右寄せ、中央寄せの時は、その行にイメージや文字の入力が無いことを表す。 

・左マージン設定後に文字幅を変更しても、左マージン位置は変化しない。 

・左マージン位置が右マージン位置より右側になるような左マージン設定は無視される。 

・左マージンを設定する場合、右マージンより少なくとも１桁（１０ｃｐｉ（＝３０ドッ

ト））小さく設定する。 

（（設定時の文字幅＊ｎ）＞（右マージン－３０ドット）の場合は無視する） 

・右マージン位置と左マージン位置の差が１文字に満たない場合、その文字は無視される。 

・ＥＳＣ ｐコマンドでプロポーショナルが指定されている時は、１０ｃｐｉ（＝３０ド

ット）の文字幅で処理する。 

・印字媒体が長尺テープかつ印字方向がランドスケープかつページ長が設定されていない

場合、左マージン設定コマンドは無効となる。 

 

 

【例】左マージンを３桁に設定する。 

   コード 

     ＡＢＣ ＣＲ ＥＳＣ ｌ ０３ｈ ＥＦＧＨＩＪ ＦＦ 

   印字結果 

     ＡＢＣ 

        ＥＦＧＨＩＪ 
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ESC Q 右マージン設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ   Ｑ  ｎ 

【１０進】     ２７  ８１  ｎ 

【１６進】     １Ｂ  ５１ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 １≦ｎ≦２５５ 

        左マージン＜設定時の文字幅＊ｎ≦印字可能領域 

【解説】 

・左マージン、右マージンは物理的な印字可能領域の左端が基準となる。 

・右マージン位置は設定桁の右端である。（文字幅＊ｎ） 

・１≦（文字幅＊ｎ）≦ｘの範囲で設定し、この範囲を超える設定は無視する。ただし、

ｘは媒体に依存した値となる。 

・左マージン≦印字領域＜右マージン となる。 

・左端から（設定時の文字幅＊ｎ）の位置を右マージン位置とする。 

設定時の文字幅は、文字間スペース量設定、全角文字スペース量設定、または、半角文

字スペース量の設定の値を含む。また、１０ｃｐｉ（＝３０ドット）、１２ｃｐｉ（＝２

５ドット）、１５ｃｐｉ（＝２０ドット）、縮小や倍幅拡大設定がされている時は、その

文字幅を単位として処理する。 

但し、文字修飾により文字幅が広がる分には対応しない。 

・水平方向の印字位置を左マージン位置へ移動する。 

・右マージンの設定を行の先頭で無い時にした場合は、改行をした後、右マージンの設定

を行う。 

尚、行の先頭とは、左寄せの時は、左マージン位置にいることを表し、 

右寄せ、中央寄せの時は、その行にイメージや文字の入力が無いことを表す。 

・右マージン設定後に文字幅を変更しても、右マージン位置は変化しない。 

・右マージン位置が左マージン位置より左側になるような右マージン設定は無視する。 

・右マージンを設定する場合、左マージンより少なくとも１桁（１０ｃｐｉ（＝３０ドッ

ト））大きく設定する。 

（（設定時の文字幅＊ｎ）＜（左マージン＋３０ドット）の場合は無視する） 

・右マージン位置と左マージン位置の差が１文字に満たない場合、その文字は無視する。 

・ＥＳＣ ｐコマンドでプロポーショナルが指定されている時は、１０ｃｐｉ（＝３０ド

ット）の文字幅で処理する。 

・印字媒体が長尺テープかつ印字方向がランドスケープかつページ長が設定されていない

場合、右マージン設定コマンドは無効となる。 
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CR 印字復帰 

【ＡＳＣＩＩ】 ＣＲ 

【１０進】   １３ 

【１６進】   ０Ｄ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 なし 

【解説】 

・１行の入力が確定し、２行目の入力待ち状態になる。 

・次の印字位置は、次の行の先頭となる。 

・ＣＲ直後のＬＦコマンドは無視される。 

・ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯによるＡＮＫモードでの自動解除付き倍幅拡大の指定、ＦＳ ＳＯ

による漢字モードでの自動解除付き倍角文字指定は解除になる。 

・ＬＦと同様の処理とする。 
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ESC D 水平タブ位置設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｄ ［ｎ］ｋ ＮＵＬ 

【１０進】     ２７ ６８ ［ｎ］ｋ ０ 

【１６進】     １Ｂ ４４ ［ｎ］ｋ ００ｈ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 １≦ｎ≦２５５ 

  ０≦ｋ≦３２ 

【解説】 

・水平タブ位置を左マージン位置から（設定時の文字幅＊ｎ桁）の位置に設定する。 

・ｎは小さい順に入力して、ＮＵＬで設定を終了させる。 

・ｎが前の値より小さい場合はタブ設定が終了する。 

・水平タブ位置設定後に文字幅を変更しても水平タブ設定位置は変わらない。 

・ＥＳＣ Ｄ ＮＵＬにより全ての水平タブ位置を解除する。 

・左マージンが移動すると、それに合わせて水平タブ位置も移動する。 

・水平タブ位置は３２箇所まで設定できる。但し、右マージンを越える水平タブ位置は無

効とし、右マージン設定または左マージン設定の変更により印字領域内となる時点で有

効となる。 

・水平タブ設定時の文字幅は文字間スペース量設定、全角文字スペース量設定、半角文字

スペース量設定の値を含む。また、１０ｃｐｉ、１２ｃｐｉ、１５ｃｐｉ、縮小、倍幅

拡大の設定がされている時は、その文字幅を単位として処理する。 

・ＥＳＣ ｐでプロポーショナルを指定した場合１０ｃｐｉで水平タブ位置を設定する。 

・電源投入時には、１０ｃｐｉ相当で８桁毎に水平タブ位置が設定される。 

水平タブ位置を設定する以前に文字幅が変ってもこの水平タブ位置は変わらない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左端 左マージン位置 右マージン位置タブ位置 タブ位置

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

非印字領域 非印字領域

ＨＴコード

6 7 8 9 10 

ＨＴコード

14131211 5432 1 

印字可能領域

桁 

例、左マージン＝３桁、右マージン＝１５桁 に設定後、 
  水平タブを５桁、１０桁に設定し、ＨＴを実行した場合 
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HT 水平タブの実行 

【ＡＳＣＩＩ】  ＨＴ 

【１０進】    ９ 

【１６進】    ０９ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 なし 

【解説】 

・水平方向の印字位置を入力した位置から最も近い右側の水平タブ位置へ移動する。 

・現在の水平方向位置の右側に水平タブ位置が存在しない時や、次の水平タブ位置が右マ

ージンを越えて設定されている時はＨＴを無視する。 

・アンダーラインが指定されている場合、現在位置と次の水平タブ位置との間にはライン

は引かれない。 

・電源投入時には、１０ｃｐｉ相当で８桁毎に水平タブ位置が設定される。 

水平タブ位置を設定する以前に文字幅が変ってもこの水平タブ位置は変わらない。 

・左寄せの時にのみ有効である。 

【例】水平タブを４桁、８桁、１２桁に設定し水平タブを実行。 

   コード 

     ＥＳＣ Ｄ ０４ｈ ０８ｈ ０Ｃｈ ００ｈ 

     １２３４５６７８９０１２ ＣＲ Ａ ＨＴ Ｂ ＨＴ Ｃ ＨＴ Ｄ ＦＦ 

   印字結果 

     １２３４５６７８９０１２ 

     Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
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ESC $ 絶対水平位置指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ＄ ｎ１ ｎ２ 

【１０進】     ２７ ３６ ｎ１ ｎ２ 

【１６進】     １Ｂ ２４ ｎ１ ｎ２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ１≦２５５ ，０≦ｎ２≦２５５ 

【解説】 

・次のデータの印字位置をドット数で絶対位置指定する。 

・絶対位置指定とは、左マージンからのドット数によって次の印字位置を指定するもの。 

・ｎ１、ｎ２は左マージンからのドット数を示す。（ドット数=ｎ１＋２５６＊ｎ２） 

・1 ドットの間隔は１／３００インチとして計算する。 

・ｎ１、ｎ２によって指定できるドット数の最大値は、媒体に依存する。 

・左寄せの時にのみ有効。 

 

 

ESC ¥ 相対水平位置指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ￥ ｎ１ ｎ２  

【１０進】     ２７ ９２ ｎ１ ｎ２  

【１６進】     １Ｂ ５Ｃ ｎ１ ｎ２  

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ１≦２５５，０≦ｎ２≦２５５ 

【解説】 

・水平方向の印字位置をドット数により現在位置からの相対位置として指定する。 

・相対位置指定とは、現在位置からのドット数によって次の印字位置を指定するもの。 

・ｎ１、ｎ２は現在位置からのドット数を示す。（ドット数=ｎ１＋２５６＊ｎ２） 

・1 ドットの間隔は１／３００インチとして計算する。 

・左マージン位置≦移動後の水平位置＜右マージン位置 

移動後の水平位置＝ｎ１＋ｎ２＊２５６ 

・左方向へ移動する場合の指定値は２の補数で表し、具体的には次式により求める。 

ｎ１＋ｎ２＊２５６＝６５５３６－実際の移動量 

・左寄せの時にのみ有効。 
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ESC a 位置揃えの設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ａ ｎ 

【１０進】     ２７ ９７ ｎ 

【１６進】     １Ｂ ６１ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ≦３ または “０”≦ｎ≦“３” 

【解説】 

・以後のデータをｎの値により以下の位置揃えを行い印字する。 

ｎ＝０，48(“０”)の時、左寄せの指定 

ｎ＝１，49(“１”)の時、中央寄せの指定 

ｎ＝２，50(“２”)の時、右寄せの指定 

ｎ＝３，51(“３”)には、未対応 

・初期設定はｎ＝０。 

・位置揃えは、左右マージン間において、ＣＲ、ＬＦ、ＦＦコードの入力または、バッフ

ァーフル印字により行われる。 

・位置揃えの設定を行の先頭で無い時にした場合は、改行をした後、位置揃えの設定を行

う。 

尚、行の先頭とは、左寄せの時は、左マージン位置にいることを表し、 

右寄せ、中央寄せの時は、その行にイメージや文字の入力が無いことを表す。 

・ＨＴ、ＥＳＣ ¥、ＥＳＣ ＄ は、ｎ＝１または２の時無視される。 

・印字媒体が長尺テープかつ印字方向がランドスケープかつページ長が設定されていない

場合、位置揃えの設定コマンドは無効となる。 
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垂直方向移動コマンド 

 

LF 改行 

【ＡＳＣＩＩ】 ＬＦ 

【１０進】   １０ 

【１６進】   ０Ａ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 なし 

【解説】 

・改行量設定コマンド（ＥＳＣ ０，ＥＳＣ ２，ＥＳＣ ３，ＥＳＣ Ａ）で設定され

た量、改行を行う。 

・印字位置は、次の行の先頭になる。 

・初期値は、４８ドットの改行量となる。 

・ＬＦ直後にＣＲがきた場合は、ＣＲは無効となる。 

・ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯによるＡＮＫモードでの自動解除付き倍幅拡大の指定、ＦＳ ＳＯ

による漢字モードでの自動解除付き倍角文字指定は解除になる。 

・ＣＲと同様の処理とする。 

 

 

FF 改ページ 

【ＡＳＣＩＩ】 ＦＦ 

【１０進】   1２ 

【１６進】   ０Ｃ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 なし 

【解説】 

・印刷を開始する。 

・これ以前に入力された文字およびコマンドのデータ列は、印刷後にクリアする。 

・その時、ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯによるＡＮＫモードでの自動解除付き倍幅拡大の指定、Ｆ

Ｓ ＳＯによる漢字モードでの自動解除付き倍角文字指定は解除する。 
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ESC J 順方向紙送り実行 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｊ ｎ 

【１０進】     ２７  ７４  ｎ 

【１６進】     １Ｂ  ４Ａ  ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】    ０≦ｎ≦２５５ 

【解説】 

・現在の行の入力を終了し、垂直方向の印字位置をｎ／３００インチ（＝１ドット）順方

向に移動する。 

・下マージン設定を超える場合は、印刷を開始する。 

・次の行の印字位置は、左寄せの時には、現在の行の終了位置となる。（水平位置は左マー

ジンには移動しない） 

右寄せ・中央寄せの時は、水平位置は行の先頭位置に移動する。 

・ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯによるＡＮＫモードでの自動解除付き倍幅拡大の指定、ＦＳ ＳＯ

による漢字モードでの自動解除付き倍角文字指定は解除する。 

 

 Abcdefg Abcdefg 

ABC 

Abcdefg 

ABC  ABC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   SDFASG 

左寄せの時 

 

 

SDFASG 

中央寄せの時 

 

 

SDFASG 

右寄せの時 

例、２行目の後での順方向紙送り実行
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ESC B 垂直タブ位置設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｂ ［ｎ］ｋ ＮＵＬ 

【１０進】     ２７ ６６ ［ｎ］ｋ ０ 

【１６進】     １Ｂ ４２ ［ｎ］ｋ ００ｈ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 １≦ｎ≦２５５ 

  ０≦ｋ≦１６ 

【解説】 

・垂直タブ位置を上マージン位置から（設定時の改行量＊ｎ）の位置に設定する。 

・ｎは小さい順に入力して、ＮＵＬで設定を終了させる。 

・ｎが前の値より小さい場合はタブ設定が終了する。 

・設定可能な垂直タブ位置は最大１６箇所とする。 

・全ての垂直タブ位置を解除するには、ＥＳＣ Ｂ ＮＵＬとする。 

・垂直タブ位置は、下マージン位置の設定に関わらず設定可能である。但し、印字領域外

（下マージン位置より外）の垂直タブ位置は無効とし、上下マージン位置の変更により

印字領域内となる時点で有効となる。 

・垂直タブ位置までの移動はＶＴで行う。 

・垂直タブ位置を変更する時は、全ての位置を再設定する。 

・上マージンが移動すると、上マージンの移動量分垂直タブ位置も移動する。 

・垂直タブ位置設定後に改行量を変更しても垂直タブ設定位置は変わらない。 

・垂直タブが設定されていない時にＶＴを実行したときは、現在の改行量分移動する。 
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VＴ  VT 垂直タブの実行 

【ＡＳＣＩＩ】  ＶＴ 

【１０進】    １１ 

【１６進】    ０Ｂ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】  なし 

【解説】 

・印字位置はＶＴを入力した位置から最も近い下側の垂直タブ位置へ移動する。 

・次の水平方向の印字位置は、行の先頭の位置である。 

・次の垂直タブ位置が下マージンを越えている場合や現在位置以後に垂直タブ位置が設定

されていない場合、現在の改行量分移動する。（次ページのＴＯＦ位置まで移動） 

 ＡＢＣＤ 

1 2 改行量 

6 

11 

15 

18 

17 

16 

14 

13 

12 

10 

9 

8 

7 

5 

4 

3 

EfghijkL  

 
ＶＴコード

 

 

 
タブ位置 

Abcdefg  

 ＶＴコード

 

 

 
タブ位置 

 ABCDEFG 

 ＶＴコード

 

 
タブ位置 

 あいうえお 

 

 

 

 

 
例、垂直タブを６、１１、１５行に設定し、ＶＴを実行しながら入力した場合

 

・初期状態もしくはＥＳＣ Ｂ ＮＵＬで垂直タブ位置を全て解除した時には、現在の改

行量分移動する。 

・ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯによるＡＮＫモードでの自動解除付き倍幅拡大の指定、ＦＳ ＳＯ

による漢字モードでの自動解除付き倍角文字指定は解除する。 
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ESC ( V 絶対垂直位置指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ （  Ｖ  ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 

【１０進】     ２７ ４０ ８６ ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 

【１６進】     １Ｂ ２８ ５６ ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎＬ＝２ 

  ｎＨ＝０ 

０≦ｍＬ≦２５５ 

０≦ｍＨ≦１２７ 

【解説】 

・垂直方向の印字位置を、上マージン位置からの絶対位置として指定する。 

垂直位置＝ｍＬ＋ｍＨ＊２５６＋上マージン 

・絶対垂直位置はその時点での上マージン位置から測定する。 

・下マージンを超える位置を指定した場合は印刷を開始する。 

・現在位置から逆（上）方向への移動量の制限はない。 

・次の行の印字位置は、左寄せの時には、現在の行の終了位置となる。（水平位置は左マー

ジンには移動しない） 

右寄せ・中央寄せの時は、水平位置は行の先頭位置に移動する。 

・ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯによるＡＮＫモードでの自動解除付き倍幅拡大の指定、ＦＳ ＳＯ

による漢字モードでの自動解除付き倍角文字指定は解除する。 
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ESC ( v 相対垂直位置指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ （  ｖ   ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 

【１０進】     ２７ ４０ １１８ ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 

【１６進】     １Ｂ ２８ ７６  ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎＬ＝２ 

  ｎＨ＝０ 

０≦ｍＬ≦２５５ 

０≦ｍＨ≦１２７ 

－１６３８４≦（ｍＬ＋ｍＨ＊２５６）≦１６３８３ 

【解説】 

・垂直方向の印字位置※を、現在位置からの相対位置として指定する。 

移動後の垂直位置＝ｍＬ＋ｍＨ＊２５６＋現在位置 

・上方向に移動する場合の指定値は２の補数で表し、具体的には次式で求める。 

ｍＬ＋ｍＨ＊２５６＝６５５３６－実際の移動量 

・上マージンより上に移動させる設定は無視する。 

・下マージンを超える位置を指定した場合は印刷を開始する。 

・次の行の印字位置は、左寄せの時には、現在の行の終了位置となりる。（水平位置は左マ

ージンには移動しない） 

右寄せ・中央寄せの時は、水平位置は行の先頭位置に移動する。 

・ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯによるＡＮＫモードでの自動解除付き倍幅拡大の指定、ＦＳ ＳＯ

による漢字モードでの自動解除付き倍角文字指定は解除する。 

 

印字位置：文字やビットマップ、バーコードを印字する基準位置である（参照 P.14） 

 

 Abcdefg Abcdefg Abcdefg 

 ABC ABC ABC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   SDFASG 

左寄せの時 

 

 

SDFASG 

 

 

SDFASG 

中央寄せの時 右寄せの時 

例、２行目の後での垂直位置指定実行
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用紙書式 

 

ESC ( c ページフォーマット設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  （  ｃ ｎＬ ｎＨ ｔＬ ｔＨ ｂＬ ｂＨ 

【１０進】    ２７  ４０ ９９ ｎＬ ｎＨ ｔＬ ｔＨ ｂＬ ｂＨ 

【１６進】    １Ｂ  ２８ ６３ ｎＬ ｎＨ ｔＬ ｔＨ ｂＬ ｂＨ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】  ｎＬ＝４、ｎＨ＝０ 

  （ｔＬ＋ｔＨ＊２５６）＜（ｂＬ＋ｂＨ＊２５６） 

 上マージン＜下マージン 

【解説】 

・上下マージンの設定を行う。 

・物理的な印字可能領域は、媒体に依存する。 

上マージン、下マージンは物理的な印字可能領域の上端を基準として、１／３００イン

チ（＝１ドット）単位で設定する。 

（左マージン、右マージンは物理的な印字可能領域の左端が基準） 

  上マージン＝ｔＬ＋ｔＨ＊２５６ 

  下マージン＝ｂＬ＋ｂＨ＊２５６ 

・上マージン位置を垂直方向のＴＯＦとする。 

・これ以前のテキストの内容はクリアされる。 

・最初の行の文字ベースラインは、上マージンより２４／３００インチ（＝２４ドット）

下である。 

・このコードを設定すると以前に設定した上下マージンは解除される。 

・基準ユニットは未使用。 

・印字媒体が長尺テープかつ印字方向がポートレートかつページ長が設定されていない場

合、ページフォーマット設定コマンドは無効となる。 
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ESC ( C ページ長設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ （  Ｃ  ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 

【１０進】    ２７  ４０ ６７ ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 

【１６進】    １Ｂ  ２８ ４３ ｎＬ ｎＨ ｍＬ ｍＨ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】  ｎＬ＝２、ｎＨ＝０ 

  ０＜（ｍＬ＋ｍＨ＊２５６）＜１２０００ 

【解説】 

・ページ長を設定する。 

１／３００インチ（＝１ドット）単位で設定する。 

ページ長＝ｍＬ＋ｍＨ＊２５６ 

・現在の用紙位置をＴＯＦとする。 

・ＥＳＣ（ ｃによる上下マージン設定を解除する。 

・基準ユニットは未使用。 

・長尺テープのみ有効とする。 

・これ以前のテキストの内容はクリアされる。 

 

 

inch・mm・ドット数換算表 

inch mm ドット数 
 0    0    0 
 1 25.4  300 
 2 50.8  600 
 3 76.2  900 
 4 101.6 1200 
 5 127.0 1500 
 6 152.4 1800 
 7 177.8 2100 
 8 203.2 2400 
 9 228.6 2700 
10 254.0 3000 
11 279.4 3300 
12 304.8 3600 
13 330.2 3900 
14 355.6 4200 
15 381.0 4500 
16 406.4 4800 
17 431.8 5100 
18 457.2 5400 
19 482.6 5700 
20 508.0 6000 
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プリンター制御コマンド 

 

ESC @ 初期化 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ＠ 

【１０進】    ２７  ６４ 

【１６進】    １Ｂ  ４０ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   なし 

【解説】 

・各種設定を初期値に戻す（下記参照）。 

項目 初期状態 
入力バッファー 保存 
テキストバッファー クリア 
印刷バッファー クリア 
上マージン ０ドット 
下マージン 媒体依存 
左マージン ０ドット 
右マージン 媒体依存 
改行量 ４８ドット 
水平タブ位置 ８文字毎の水平タブ 

（１０ｃｐｉの文字幅による） 
垂直タブ位置 無指定 
ＡＮＫ文字サイズ ３２ドット 
ＡＮＫ文字間隔 ０ドット 
漢字文字サイズ ３２ドット 
全角文字の左スペース量 ０ドット 
全角文字の右スペース量 ０ドット 
半角文字の左スペース量 ０ドット 
半角文字の右スペース量 ０ドット 
プロポーショナル 解除 
国際文字選択 日本 
ＡＮＫ文字装飾 解除 
縮小 解除 
ＡＮＫ／漢字モード ＡＮＫモード 
縦書き／横書き 横書き 
全角／半角／1/4 角文字 全角文字 
半角スペース補正 解除 
漢字装飾 解除 
水平方向の印字位置 上マージン位置（ＴＯＦ位置） 
垂直方向の印字位置 左マージン位置 
ランドスケープ設定 解除 
ページ長設定 解除 
カット設定 工場出荷時は、オートカット 
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グラフィックコマンド 

 

ESC * ビットイメージ選択 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ＊ ｍ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【１０進】    ２７  ４２ ｍ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【１６進】    １Ｂ  ２Ａ ｍ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｍ＝０，１，２，３，４，６，３２，３３，３８，３９，４０ 

        ７１，７２，７３ 

        ０≦ｎ１≦２５５， ０≦ｎ２≦１１ 

  ｄａｔａには、 

   ｍ＝０，１，２，３，４，６の時、ｎ１＋ｎ２＊２５６ ｂｙｔｅ 

   ｍ＝３２，３３，３８，３９，４０の時、（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊３ ｂｙｔｅ 

   ｍ＝７１，７２，７３の時、（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊６ ｂｙｔｅ 

       のイメージデータが来る。 

 

【解説】 

・ビットイメージをｍの値によって選択し、出力する。 

・ｎ１，ｎ２はドットポジション数を表す。 

   ｎ１： ドットポジション数を２５６で割った余り。 

   ｎ２： ドットポジション数を２５６で割った商。 

 

m 横のドット密度 縦のドット密度 横ドットの解像度 縦ドットの解像度 

0 ６０ＤＰＩ ６０ＤＰＩ ６／３００インチ ６／３００インチ 

1 １２０ＤＰＩ ６０ＤＰＩ ３／３００インチ ６／３００インチ 

2 １２０ＤＰＩ ６０ＤＰＩ ３／３００インチ ６／３００インチ 

3 ２４０ＤＰＩ ６０ＤＰＩ ２／３００インチ ６／３００インチ 

4 ８０ＤＰＩ ６０ＤＰＩ ４／３００インチ ６／３００インチ 

6 ９０ＤＰＩ ６０ＤＰＩ ４／３００インチ ６／３００インチ 

32 ６０ＤＰＩ １８０ＤＰＩ ６／３００インチ ２／３００インチ 

33 １２０ＤＰＩ １８０ＤＰＩ ３／３００インチ ２／３００インチ 

38 ９０ＤＰＩ １８０ＤＰＩ ４／３００インチ ２／３００インチ 

39 １８０ＤＰＩ １８０ＤＰＩ ２／３００インチ ２／３００インチ 

40 ３６０ＤＰＩ １８０ＤＰＩ １／３００インチ ２／３００インチ 

71 １８０ＤＰＩ ３６０ＤＰＩ ２／３００インチ １／３００インチ 

72 ３６０ＤＰＩ ３６０ＤＰＩ １／３００インチ １／３００インチ 

73 ３６０ＤＰＩ ３６０ＤＰＩ １／３００インチ １／３００インチ 

・横に隣り合うドットの省略はしない。 

・（制限事項）このコマンドは最大６３個まで使用出来ます。 
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ｍ＝０，１，２，３，４，６の場合 

 

・ｎ１、ｎ２はドットポジション数を表す。 

   ｎ１: ドットボジション数を２５６で割った余り 

   ｎ２: ドットポジション数を２５６で割った商 

 
B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

 

 

 

 

 

 

イメージデータとドットの関係 

 

・ｄａｔａは先ずは以下のように一列に並べる｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・イメージデータ１ドットは、ｍの値により下記のように拡大される。 

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

…

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

MSB 

LSB 

ｍ＝０

ｎ１＋ｎ２＊２５６ ｂｙｔｅ

 ｍ＝４ ｍ＝６ ｍ＝１ ｍ＝２ ｍ＝３

 

 

 

 

・その結果、イメージは、ｍの値により下記のサイズとなる。 

     ｍ＝０  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊６ドット 

     ｍ＝１  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊３ドット 

     ｍ＝２  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊３ドット 

     ｍ＝３  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊２ドット 

     ｍ＝４  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊４ドット 

     ｍ＝６  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊４ドット 
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ｍ＝３２，３３，３８，３９，４０の場合 

 

・ｎ１、ｎ２はドットポジション数を表す。 

   ｎ１: ドットボジション数を２５６で割った余り 

   ｎ２: ドットポジション数を２５６で割った商 

 第１ｂｙｔｅ 第２ｂｙｔｅ 第３ｂｙｔｅ

B
0 

B
1 

B
2 

B
3 

B
4 

B
5 

B
6 

B
7 

B
0

B
1

B
2

B
3

B
4

B
5

B
6

B
7

B
3

B
2

B
1

B
0

B
4 

B
5 

B
6 

B
7 

 

 

・ 

・ 

・ 
・

・ ・ ・ ・ ・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージデータとドットの関係 

 

・ｄａｔａは先ずは以下のように三列に並べる｡ 

 

 1byte

1byte

1byte

1byte

1byte

1byte

1byte

1byte

1byte

1byte

1byte

1byte

1byte

1byte

1byte

1byte
1byte

1byte

MSB … 
LSB 

 
MSB … 
LSB 

 
MSB … 
LSB 

 

（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊３ ｂｙｔｅ

 62 



・イメージデータ１ドットは、ｍの値により下記のように拡大される。 

 ｍ＝３２ ｍ＝３３ ｍ＝３８ ｍ＝３９ ｍ＝４０ 

 

 

・その結果、イメージは、ｍの値により下記のサイズとなる。 

     ｍ＝３２  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊６ドット 

     ｍ＝３３  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊３ドット 

     ｍ＝３８  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊４ドット 

     ｍ＝３９  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊２ドット 

     ｍ＝４０  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊１ドット 

 

ｍ＝７１，７２，７３ の場合 

・ｎ１、ｎ２はドットポジション数を表します．次のように数値を設定してください。 

   ｎ１: ドットボジション数を２５６で割った余り 

   ｎ２: ドットポジション数を２５６で割った商 

 第１ｂｙｔｅ 第２～５ｂｙｔｅ 第６ｂｙｔｅ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B
7 

B
6 

B
5 

B
4 

B
3

B
2

B
1

B
0

B
7

B
6

B
5

B
4

B
3

B
2

B
1

B
0

B
7 

B
6 

B
5 

B
4 

B
3 

B
2 

B
1 

B
0 

・ ・ ・ ・ ・ 

・ 

・ 

・ 

・

イメージデータとドットの関係
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・ｄａｔａは先ずは以下のように６列に並べます｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・イメージデータ１ドットは、ｍの値により下記のように拡大されます。 

 

 

 

・その結果、イメージは、ｍの値により下記のサイズとなります。 

     ｍ＝７１  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊２ドット 

     ｍ＝７２  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊１ドット 

     ｍ＝７３  縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊１ドット 

 

1byte 

1byte 

MSB 

1byte 

1byte 

1b yte 

1byte 

…

LSB 

（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊ 6ｂｙｔｅ

1byte 

1byte 

1byte 

1byte 

…

1byte 

1byte 

MSB 

LSB 

1byte 

1byte 

1byte 

1byte 

…

1byte 

1byte 

MSB 

LSB 

1byte

1byte

MSB 

1byte

1byte

1b yte

1byte

…

LSB 

1byte

1byte

1byte

1byte

…
1byte

1byte

MSB 

LSB 

1byte

1byte

1byte

1byte

…

1byte

1byte

MSB 

LSB 

ｍ＝71 ｍ＝72 ｍ＝73 
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ESC K ８ドット単密度ビットイメージ 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｋ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【１０進】    ２７  ７５ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【１６進】    １Ｂ  ４Ｂ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ１≦２５５、０≦ｎ２≦３ 

       ｄａｔａには、ｎ１＋ｎ２＊２５６ ｂｙｔｅのイメージデータが来ます。 

【解説】 

ｎ１・ｎ２によって定められたドットボシション数の８ドット単密度ビットイメージ印字

を指定する。 

・ｎ１、ｎ２はドットポジション数を表す。 

   ｎ１: ドットボジション数を２５６で割った余り 

   ｎ２: ドットポジション数を２５６で割った商 

 
B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

 

 

 

 

 

 

イメージデータとドットの関係 

 

・ｄａｔａは先ずは以下のように一列に並べる｡ 

 

 

 

 

 

 

・イメージデータ１ドットは縦６ドット×横６ドットに拡大される。 

ｎ１＋ｎ２＊２５６ ｂｙｔｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

…

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

MSB 

LSB 

 

 

 

 

・その結果、縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊６ドットのイメージとなる。 

 

 

 65 



ESC L ８ドット倍密度ビットイメージ 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｌ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【１０進】    ２７  ７６ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【１６進】    １Ｂ  ４Ｃ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ１≦２５５、０≦ｎ２≦３ 

       ｄａｔａには、ｎ１＋ｎ２＊２５６ ｂｙｔｅのイメージデータが来る。 

【解説】 

ｎ１・ｎ２によって定められたドットポジション数の８ドット倍密度ビットイメージ印字

を指定する。 

・ｎ１、ｎ２の指定はＥＳＣ Ｋと同様。 

・ｄａｔａは先ずは以下のように一列に並べる｡ 

 

 
１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

MSB 
 

… 
LSB 

 

 
ｎ１＋ｎ２＊２５６ ｂｙｔｅ

 

・イメージデータ１ドットは縦６ドット×横３ドットに拡大される。 

 

 

 

 

・その結果、縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊３ドットのイメージとなる。 
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ESC Y ８ドット倍速度倍密度ビットイメージ 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｙ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【１０進】    ２７  ８９ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【１６進】    １Ｂ  ５９ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ１≦２５５、０≦ｎ２≦３ 

       ｄａｔａには、ｎ１＋ｎ２＊２５６ ｂｙｔｅのイメージデータが来る。 

【解説】 

・８ドット倍密度ビットイメージと同じ。横に隣り合うドットの省略はしない。 

 

 

ESC Z ８ドット４倍密度ビットイメージ 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  Ｚ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【１０進】    ２７  ９０ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【１６進】    １Ｂ  ５Ａ ｎ１ ｎ２ ｄａｔａ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ１≦２５５、０≦ｎ２≦７ 

       ｄａｔａには、ｎ１＋ｎ２＊２５６ ｂｙｔｅのイメージデータが来る。 

【解説】 

ｎ１・ｎ２によって定められたドットポジション数の８ドット倍密度ビットイメージ印字

を指定する。 

・ｎ１、ｎ２の指定はＥＳＣ Ｋと同様。 

・横に隣り合うドットの省略はしない。 

・ｄａｔａは先ずは以下のように一列に並べる｡ 

 

 

 

 

 

 

 

・イメージデータ１ドットは縦６ドット×横２ドットに拡大される。 

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

…

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

１
ｂ
ｙ
ｔ
ｅ

MSB 

LSB 

ｎ１＋ｎ２＊２５６ ｂｙｔｅ

 

 

 

 

・その結果、縦４８ドット×横（ｎ１＋ｎ２＊２５６）＊２ドットのイメージとなる。 
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漢字コマンド 

 

FS & 漢字モード指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  ＆ 

【１０進】    ２８ ３８ 

【１６進】    １Ｃ ２６ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 なし 

【解説】 

・漢字モードを指定する。 

・漢字は２ｂｙｔｅのコードで表され、第１バイト、第２バイトの順に入力する。 

・漢字コードはＪＩＳ Ｘ０２０８－１９８３（ＪＩＳ－６２２６－１９８３）に準拠する。 

 

 

FS . 漢字モード解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  ． 

【１０進】    ２８ ４６ 

【１６進】    １Ｃ ２Ｅ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 なし 

【解説】 

・漢字モードを解除する。 
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FS D 半角文字縦書き２文字印字 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｄ   ｄ１ ｄ２ ｄ３ ｄ４ 

【１０進】    ２８  ６８  ｄ１ ｄ２ ｄ３ ｄ４ 

【１６進】    １Ｃ  ４４  ｄ１ ｄ２ ｄ３ ｄ４ 

【ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ-】  ｄ１、ｄ２は左側に印字する漢字コードを表し、ｄ１は第１バイト、 

ｄ２は第２バイトを表す。 

ｄ３、ｄ４は右側に印字する漢字コードを表し、ｄ３は第１バイト、 

ｄ４は第２バイトを表す。 

【解説】 

・縦書き指定時、全角文字の幅にｄ１からｄ４で指定する漢字２文字を印字する。 

・英数カナ文字選択、横書き指定、１／４角文字指定時は、本コードは無視される。 

（２文字とも印字しません） 

・ｄ１ｄ２またはｄ３ｄ４が漢字コードでない、または縦書き禁止コードを指定した場合

は無視される。（２文字とも印字しない） 

 

 

FS J 縦書き指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｊ 

【１０進】    ２８  ７４ 

【１６進】    １Ｃ  ４Ａ 

【ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ-】 なし 

【解説】 

・以後の漢字を縦書きで印刷する。 

 

 

FS K 横書き指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｋ 

【１０進】    ２８  ７５ 

【１６進】    １Ｃ  ４Ｂ 

【ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ-】 なし 

【解説】 

・以後の漢字を横書きで印刷する。 

・初期設定は横書き。 
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FS S 全角文字のスペース量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｓ ｎ１ ｎ２ 

【１０進】    ２８ ８３ ｎ１ ｎ２ 

【１６進】    １Ｃ ５３ ｎ１ ｎ２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ１≦１２７ 

  ０≦ｎ２≦１２７ 

【解説】 

・全角文字の左右スペース量を設定する。 

・ｎ１、ｎ２はドット数を示し、文字の左側にｎ１ドット、右側にｎ２ドットのスペース

を各文字間に確保する。 

・１ドットは１／３００インチ 

・初期値は 左スペース量＝０、右スペース量＝０ 

・倍角時にはスペース量も２倍として扱う。 
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FS T 半角文字のスペース量設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｔ ｎ１ ｎ２ 

【１０進】    ２８ ８４ ｎ１ ｎ２ 

【１６進】    １Ｃ ５４ ｎ１ ｎ２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ１≦１２７ 

  ０≦ｎ２≦１２７ 

【解説】 

・半角文字の左右スペース量を設定する。 

・ｎ１、ｎ２はドット数を示し、文字の左側にｎ１ドット、右側にｎ２ドットのスペース

を各文字間に確保する。 

・１ドットは１／３００インチ 

・初期値は 左スペース量＝０、右スペース量＝０ 

・この値は横書きの時のみ使用し、縦書きの時は全角文字のスペース量が使わる。 

 

 

FS U 半角文字間スペース補正 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｕ 

【１０進】    ２８ ８５ 

【１６進】    １Ｃ ５５ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 なし 

【解説】 

・半角文字の左右スペース量をｎ１、ｎ２とした時、ｎ２に対し、１文字おきに＋１ドッ

トの補正を行う。 

・１ドットは、１／３００インチ 

・初期設定では、半角文字間スペース補正は解除されている。 

 

 

FS V 半角文字間スペース補正の解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｖ 

【１０進】    ２８ ８６ 

【１６進】    １Ｃ ５６ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 なし 

【解説】 

・半角文字スペース量の補正を解除する。 

・初期設定ではこの状態になっている。 
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FS W ４倍角文字選択 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ   Ｗ ｎ 

【１０進】    ２８  ８７ ｎ 

【１６進】    １Ｃ  ５７ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ-】 ｎ＝０，１ または 48(“０”)，49(“１”) 

【解説】 

・４倍角文字を指定／解除する。 

   ｎ＝１，49(“１”)のとき、４倍角文字を指定する。 

ｎ＝０，48(“０”)のとき、４倍角文字を解除する。 

・全ての漢字に有効である。 

・４倍角文字とは、文字の標準の大きさに対し、縦横２倍の文字である。 

・通常の紙送り量より２４／３００インチ加算された紙送りを行う。 

・倍幅拡大の解除は、英数カナ文字モードの縮小指定、漢字モードの 1/4 角文字指定と半

角文字指定を解除する。 
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FS Y 漢字サイズ指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  Ｙ ｍＬ ｍＨ ｎＬ ｎＨ ｐＬ ｐＨ 

【１０進】    ２８ ８９ ｍＬ ｍＨ ｎＬ ｎＨ ｐＬ ｐＨ 

【１６進】    １Ｃ ５９ ｍＬ ｍＨ ｎＬ ｎＨ ｐＬ ｐＨ 

※【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】   文字間隔  ：ｍＬ、ｍＨの値については関知しない。 

文字サイズ（縦） ：ビットマップフォント 

ｎＬ＝１６、２４、３２ドット 

 ｎＨ＝０   の時のみ有効。 

 アウトラインフォント 

     ｎL＝３３，３８，４２，４６，５０，５８，６７， 

     ｎL＝７５，８３，９２，１００，１１７，１３３，  

  ｎL＝１５０，１６７，２００，２３３ 

     ｎH＝０ 

     ｎL＝１１，４４，７７，１１１，１４４ 

 ｎH＝１   の時のみ有効 

  縦横比は（１：１）として扱い、縦のサイズで代表する。 

  文字サイズ（横） ：ｐＬ、ｐＨの値については関知しない。 

【解説】 

・このコマンドは漢字のサイズを変更する目的だけに使用する。 

・漢字の文字サイズをｎ＝ｎＬ＋ｎＨ＊２５６ドットに設定する。 

・縦横同じサイズ。 

・ビットマップフォント ｎ＝１６、２４、３２で有効。 

アウトラインフォント ｎ＝３３，３８，４２，４６，５０，５８，６７，７５，８３，

９２，１００，１１７，１３３，１５０，１６７，２００，２３３，２６７，３００，

３３３，３６７，４００で有効。 

・倍幅拡大、半角縦書き２文字指定、４倍角、半角文字、１／４角文字指定、全角文字ス

ペース量設定、半角文字スペース量設定、半角文字スペース量補正（ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ、

ＥＳＣ ！、ＦＳ ！、ＦＳ Ｄ、ＦＳ Ｗ、ＦＳ ＳＩ、ＦＳ ｒ、ＦＳ Ｓ、ＦＳ 

Ｔ、ＦＳ Ｕ）の設定は引き続き有効で、これらのコマンドも有効である。 
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FS r １／４角文字指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ   ｒ ｎ 

【１０進】    ２８ １１４ ｎ 

【１６進】    １Ｃ  ７２ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ-】 ｎ＝０，１ または 48(“０”)，49(“１”) 

【解説】 

・１／４角文字を指定する。 

・漢字コード表にある全ての文字を１／４角で印字する。 

・ｎは通常の印字に対する１／４角文字の印字位置を示す。 

   ｎ＝０，48(“０”)のとき、上側に印字する。 

ｎ＝１，49(“１”)のとき、下側に印字する。 

・このコードはＦＳ ＳＩまたはＦＳ ＤＣ２コードにより解除される。 

 １／４角文字間スペースは半角文字間スペースと同じ。１／４角文字間スペースを 

 補正する場合はＦＳ Ｔ、ＦＳ Ｕ、ＦＳ Ｖコードを使用する。 
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FS - 漢字アンダーライン設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  － ｎ 

【１０進】    ２８ ４５ ｎ 

【１６進】    １Ｃ ２Ｄ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎ＝０，１，２，３，４ または 48(“０”)，49(“１”)，50(“２”)，51(“３”)，52(“４”) 

【解説】 

・アンダーライン(下線)の指定と解除を行う。 

・ｎ＝４，52(“４”)のとき、４ドット幅のアンダーラインを指定する。 

・ｎ＝３，51(“３”)のとき、３ドット幅のアンダーラインを指定する。 

・ｎ＝２，50(“２”)のとき、２ドット幅のアンダーラインを指定する。 

・ｎ＝１，49(“１”)のとき、１ドット幅のアンダーラインを指定する。 

・ｎ＝０，48(“０”)のとき、アンダーラインを解除する。 

・行の途中でも有効である。 

・このコードによるアンダーラインは連続した線になる。 

・文字間やスペースの部分にも引かれる。 

・絶対水平位置指定（ＥＳＣ ＄）、相対水平位置指定（ＥＳＣ ￥）による移動部分には

漢字アンダーラインは引かない。 

・ビットイメージデータやバーコードにはアンダーラインは引かない。 

・アンダーライン指定した文字を含む行の改行量は設定されている改行量に４／３００イ

ンチ（＝４ドット）付加した値になる。 

・アンダーラインの幅が１ドットの時、以下の位置にアンダーラインは引かれる。 

横書き指定時、文字の下方２／３００インチ（＝２ドット）の位置になる。 

縦書き指定時、文字の上方２／３００インチ（＝２ドット）の位置になる。 

・アンダーラインの幅が２ドットの時、以下の位置にアンダーラインは引かれる。 

横書き指定時、文字の下方２／３００インチ（＝２ドット）と 

３／３００インチ（＝３ドット）の位置になる。 

縦書き指定時、文字の上方２／３００インチ（＝２ドット）と 

３／３００インチ（＝３ドット）の位置になる。 

・アンダーラインの幅が３ドットの時、以下の位置にアンダーラインは引かれる。 

横書き指定時、文字の下方１／３００インチ（＝１ドット）から 

３／３００インチ（＝３ドット）の位置になる。 

縦書き指定時、文字の上方１／３００インチ（＝１ドット）から 

３／３００インチ（＝３ドット）の位置になる。 

・アンダーラインの幅が４ドットの時、以下の位置にアンダーラインは引かれる。 

横書き指定時、文字の下方１／３００インチ（＝１ドット）から 

４／３００インチ（＝４ドット）の位置になる。 
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縦書き指定時、文字の上方１／３００インチ（＝１ドット）から 

４／３００インチ（＝４ドット）の位置になる。 
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FS ! 漢字印字モードの設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  ！ ｎ 

【１０進】    ２８ ３３ ｎ 

【１６進】    １Ｃ ２１ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ０≦ｎ≦２５６ 

【解説】 

・漢字印字モードの設定を行う。 

ビット 7 6 5 4 3 2 1 0
１のとき ｱﾝﾀﾞｰﾗｲﾝ イタリック下付1/4角 1/4角 縦倍拡大 倍幅拡大 半角 縦書き
０のとき 解除 解除 上付1/4角 解除 解除 解除 解除 横書き  

・ビット４とビット１がともに１の場合、ビット１は無視される。 

・ビット２とビット３をともに１とした場合、ＦＳ Ｗコードの指定と同じ４倍角になる。 

・ビット０とビット６がともに１の場合、ビット６は無視される。 

・文字パターンは文字の選択（上つき・下つきを含む）→縦書き・横書き→拡大の順に変

換処理される。 

・優先度は、 ｂｉｔ４＞ｂｉｔ３、ｂｉｔ１ 

ｂｉｔ４＞ｂｉｔ２＞ｂｉｔ1   とする。 

・ビット２とビット３をともに１とした場合、ＦＳ Ｗコードの指定と同じ４倍角になる。 

・ｂｉｔ５の設定はｂｉｔ４が１の時のみ有効になる。 
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FS SI 半角文字指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ ＳＩ 

【１０進】    ２８ １５ 

【１６進】    １Ｃ ０Ｆ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 なし 

【解説】 

・以後の漢字を半角で印字する。 

・全角文字を横方向に半分にした大きさで印字する。 

 

 

FS DC2 半角文字解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ ＤＣ２ 

【１０進】    ２８ １８ 

【１６進】    １Ｃ １２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 なし 

【解説】 

・ＦＳ ＳＩによる半角指定を解除する。 

・このコードは、ＦＳ ｒによる１／４角文字指定も解除する。 
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FS SO 自動解除付き倍角文字指定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  ＳＯ 

【１０進】    ２８  １４ 

【１６進】    １Ｃ  ０Ｅ 

【ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ-】 なし 

【解説】 

・以後の文字を倍角文字で印字する。 

・横２倍した文字を倍角文字と言う。 

・英数カナ文字、漢字ともに有効である。 

・このモードは、ＥＳＣ ＄、ＥＳＣ ￥によって解除される。 

 

 

FS DC4 自動解除付き倍角文字の解除 

【ＡＳＣＩＩ】  ＦＳ  ＤＣ４ 

【１０進】    ２８  ２０ 

【１６進】    １Ｃ  １４ 

【ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ-】    なし 

【解説】 

・ＥＳＣ ＳＯ、ＳＯ、ＦＳ ＳＯコードによる倍角文字（＝倍幅拡大）を解除する。 

・英数カナ文字、漢字ともに有効である。 
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拡張コマンド 

 

ESC i B バーコード 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ ［ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ］ Ｂ or ｂ ［ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ］ ﾊﾞｯｸｽﾗｯｼｭ 

【１０進】    ２７ １０５ ［ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ］ ６６ or ９８ ［ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ］ ９２ 

【１６進】    １Ｂ  ６９ ［ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ］ ４２ or ６２ ［ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ］ ５Ｃ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】    

  ①［パラメーター］：バーコードのパラメーター 

 Ｔ or ｔ （ｔｙｐｅ） 

  ｔ０ ：ＣＯＤＥ３９ 

  ｔ１ ：ＩＴＦ(Ｉ－２／５) 

  ｔ５ ：ＥＡＮ－８，ＥＡＮ－１３，ＵＰＣ－Ａ 

  ｔ６ ：ＵＰＣ－Ｅ 

  ｔ９ ：ＣＯＤＡＢＡＲ 

  ｔａ ：ＣＯＤE１２８ 

  ｔｂ ：ＧＳ１－１２８(ＵＣＣ／ＥＡＮ－１２８) 

        ｔｃ ：ＲＳＳシンボル 

 ｓ （ｓｔｙｌｅ） 無視 

 ｐ （ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ ｐａｓｓｅｓ） 無視 

 Ｒ or ｒ （下部文字） 

  ｒ０ ：ＯＦＦ 

  ｒ１ ：ＯＮ 

 ｕ （ｕｎｉｔｓ ｏｆ ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ） 無視 

 ｘ （ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ ｐｏｓｉｔｉｏｎ） 無視 

 ｙ （ｖｅｒｔｉｃａｌ ｏｆｆｓｅｔ） 無視 

 ｈ （高さのサイズ） 

ｈ ｎ１ ｎ２ 

高さ＝ｎ１＋ｎ２＊２５６ （ドット） 

４８≦高さ≦４８０ 

高さ＜４８ の時は 高さ＝４８ 

高さ＞４８０ の時は 高さ＝４８０ 

とする。 

ただし、ｔｃの場合は以下の通り。 

１３１≦高さ≦１２９６(RSS-14 Standard) 

７１≦高さ≦１２９６(RSS-14 Truncated) 

７１≦高さ≦１２９６(RSS-14 Stacked) 
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２３９≦高さ≦１２９６(RSS-14 Stacked Omni) 

６２≦高さ≦１２９６(RSS Limited) 

１３４≦高さ≦１２９６(RSS Expanded) 

高さ＜ｍｉｎ の時は 高さ＝ｍｉｎ 

高さ＞ｍａｘ の時は 高さ＝ｍａｘ 

  （スタックの段数が大きいと規格外になりリーダーで読みとれないことがある） 

 ｗ （横幅のサイズ） 

  ｗ０ ：ｅｘｔｒａ ｓｍａｌｌ 

  ｗ１ ：ｓｍａｌｌ 

  ｗ２ ：ｍｅｄｉｕｍ 

  ｗ３ ：ｌａｒｇｅ 

 Ｅ or ｅ （括弧削除） 

  ｅ０ ：ＯＮ 

  ｅ１ ：ＯＦＦ 

    ｏ （ＲＳＳシンボルのモデル） 

  ｏ０ ：ＲＳＳ－１４ スタンダード 

  ｏ１ ：ＲＳＳ－１４ トランケート 

  ｏ２ ：ＲＳＳ－１４ スタック 

  ｏ３ ：ＲＳＳ－１４ スタックオムニディレクショナル 

  ｏ４ ：ＲＳＳ Ｌｉｍｉｔｅｄ 

  ｏ５ ：ＲＳＳ Ｅｘｐａｎｄｅｄ スタンダード 

  ｏ６ ：ＲＳＳ Ｅｘｐａｎｄｅｄ スタック 

 ｃ （RSS Expanded スタック時の水平キャラクタ数） 

ｃ 水平キャラクタ数 

２≦水平キャラクタ数≦２０ かつ 偶数値 とする。 

 ｚ （太バーと細バーの比率） 

  ｚ０ ：（３：１） 

  ｚ１ ：（２．５：１） 

  ｚ２ ：（２：１） 

 ｆ （バーの長さを揃える） 

  ｆ０ ：ＯＦＦ 

  ｆ１ ：ＯＮ 

 

 ※補足 

・パラメーターの数字の０～９は、００Ｈ～０９Ｈ、３０Ｈ～３９Ｈ共に認識する。 

・パラメーター type の a,b は大文字でも認識する。 

・パラメーターの括弧削除はＧＳ１－１２８(ＵＣＣ／ＥＡＮ－１２８)選択時のみ有
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効である。 

・パラメーター 太バーと細バーの比率 はｔ０、ｔ１、ｔ９選択時のみ有効である。 

・パラメーター（バーの長さを揃える）はｔ５、ｔ６選択時のみ有効である。 

・他のＴＹＰＥを選択した場合はこのパラメーターは無視される。 

・ｔｙｐｅコマンドがない時、無効ｔｙｐｅコマンドの時はＣＯＤＥ３９にする。 

・各規格毎の入力文字数は以下の通り。 

ｔ０： １～５０文字  ( 両サイドの＊は含まれない) 

ｔ１： １～６４文字 

ｔ５： ７文字（EAN-8）、１２文字（EAN-13）１１文字（UPC-A） 

ｔ６： ６文字 

ｔ９： ３～６４文字（先頭と終了は A、B、C、D のいずれか） 

ｔａ： １～６４文字 

ｔｂ： １～６４文字 

ｔｃ： ３～１５文字（先頭は”01”）（RSS Expanded 以外） 

数字１～６４桁、英数字（※）１～４０文字（RSS Expanded） 

※ ISO646 で規定された印字可能文字 

（数字、英文字、スペース、!、”、%、&、’、(、)、*、+、,、

-、.、/、:、;、<、=、>、?、_） 

 

  ②Ｂ or ｂ  ：バーコードデータの先頭 

③［バーコードデータ］：バーコードのデータ 

 ？ （ｇｅｎｅｒａｔｅ ｃｈｅｃｋｄｉｇｉｔ） 

  バーコードデータの中に？が有る時にチェックデジットを生成する。 

  バーコードデータの中であれば、？の位置は問わない。 

        ＣＯＤＥ１２８, ＧＳ１－１２８(ＵＣＣ／ＥＡＮ－１２８)ではチェック 

        デジットの設定が無い。 

？を挿入すると？がバーコードデータとして扱われる。 

④バックスラッシュ ：バーコードデータの最後 

    [ 規格が CODE39 , ITF(I-2/5) , EAN-8 , EAN-13 ,  

UPC-A , UPC-E , CODABAR, RSS シンボル の場合 ] 

        ＥＳＣ  ｉ  ［パラメーター］  Ｂ or ｂ  ［バーコードデータ］  ＼ 

[ 規格が CODE128, GS1-128(UCC/EAN-128)の場合 ] 

       ＥＳＣ  ｉ  ［パラメーター］  Ｂ or ｂ  ［バーコードデータ］  ＼＼＼ 

【解説】 

・バーコードイメージを指定する。 

・右マージンを越える部分は無視される。 

・チェックデジットはバーコードデータを使って自動的に生成するので、 
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チェックデジットの値をバーコードデータとしては送らない。 

バーコードデータの長さもチェックしている為、チェックデジットのデータが 

あると正しく認識されない。 

 

・ＣＯＤＥ３９，ＩＴＦ(Ｉ－２／５)，ＣＯＤＡＢＡＲ，ＣＯＤＥ１２８，ＧＳ１－１２８

(ＵＣＣ／ＥＡＮ－１２８)，ＲＳＳ Ｅｘｐａｎｄｅｄにおいてバーコードイメージがお

よそ２２ｃｍを超える場合には印字バッファーオーバーとなり印字されない。 

・ＣＯＤＥ１２８とＧＳ１－１２８(ＵＣＣ／ＥＡＮ－１２８)の入力可能文字は、フルアス

キー１２８文字と特殊コード（ＦＮＣ１，ＦＮＣ２，ＦＮＣ３，ＦＮＣ４）である。 

 特殊コードの割り当てコード 

ＦＮＣ１： ８６Ｈ 

           ＦＮＣ２： ８１Ｈ 

           ＦＮＣ３： ８０Ｈ 

           ＦＮＣ４： ８４Ｈ 

・ＣＯＤＥ１２８とＧＳ１－１２８(ＵＣＣ／ＥＡＮ－１２８)の下部文字において、制御コ

ードと特殊コードはスペースとして印字される。 

・ＲＳＳ Ｅｘｐａｎｄｅｄにおいても特殊コード（ＦＮＣ１）が入力可能である。同様に

下部文字において、特殊コードはスペースとして印字される。 

 特殊コードの割り当てコード 

           ＦＮＣ１： ８６Ｈ 
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ESC i Q 二次元バーコード・ＱＲコード制御  

 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ     Ｑ    or    ｑ     ｄａｔａ 

【１０進】    ２７  １０５    ８１  or   １１３  ｄａｔａ 

【１６進】    １B   ６９     ５１   or  ７１   ｄａｔａ 

 

・フォーマット 

    ＥＳＣ  ｉ  Ｑ or ｑ   ［パラメーター］  ［バーコードデータ］  ＼＼＼ 

                       ①              ②              ③  

 

① パラメーター   

一次元バーコードと異なり、上から順に全てのパラメーターを設定する必要がある。 

それぞれのパラメーターにおいて指定外の数値が入力された場合にはそのパラメータ

ーはデフォルト値が設定される。 

１.セルサイズ 
[10 進 1byte]  3 
[10 進 1byte]  4 
[10 進 1byte]  5 
[10 進 1byte]  6 
[10 進 1byte]  8 
[10 進 1byte]  10 

１セル辺りのドットサイズを設定する。 
１セル辺り 3dot で印字する。 （デフォルト値） 
１セル辺り 4dot で印字する。 
１セル辺り 5dot で印字する。 
１セル辺り 6dot で印字する。 
１セル辺り 8dot で印字する。 
１セル辺り 10dot で印字する。 

 

２.シンボルタイプ 
[10 進 1byte]   1 
[10 進 1byte]   2 
[10 進 1byte]   3 

 
ＭＯＤＥＬ１ 
ＭＯＤＥＬ２              （デフォルト値） 
マイクロＱＲ 

 

３.連結設定 
[10 進 1byte]   0 
[10 進 1byte]   1 

 
連結しない 
連結する  ※１ 

 

４.コード番号   
[10 進 1byte]  １～16 

 
連結する QR コードが何番めか示す 

 

５.分割数   
[10 進 1byte]  2～16 

 
連結する QR コードの総数を示す 

 

６.パリティーデータ 
[16 進 1byte] 00～FF 

全ての印字データ（分割前の印字データ）をバイト単位

で EX-OR を取った値  
 

７.誤り訂正レベル 
[10 進 1byte]   1 
[10 進 1byte]   2 
[10 進 1byte]   3 
[10 進 1byte]   4 

 
高密度レベル L    ７％ 
標準レベル Ｍ １５％ （デフォルト値） 
高信頼度レベル Ｑ  ２５％ 
超高信頼度レベル Ｈ ３０％  ※２ 

 

８.データ入力方法 
[10 進 1byte]0 
[10 進 1byte]1 
 

 
ＡＵＴＯ入力        （デフォルト値） 
マニュアル入力 

数字,英数字,漢字,バイナリを選択する。 
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※１ マイクロ QR では、連結設定は無効となりデフォルト値になる。 

※２ マイクロ QR では、誤り訂正レベル４は無効となりデフォルト値になる。 

◆ 補足 ＱＲ Code 連結設定とは 
ＱＲコードでは連結設定があります。 

長い文字列を ２個  ～ １６個の範囲内で分割して印字する事が可能です。 

   ESC/P コマンドでは分割数の分だけ入力する必要があります。 

      例えば３個に分割する場合には以下の様になります。 

ＥＳＣ  ｉ  Ｑ or ｑ   ［１個目のパラメーター］  ［１個目のバーコードデータ］  ＼＼＼ 

ＥＳＣ  ｉ  Ｑ or ｑ   ［２個目のパラメーター］  ［２個目のバーコードデータ］  ＼＼＼ 

ＥＳＣ  ｉ  Ｑ or ｑ   ［３個目のパラメーター］  ［３個目のバーコードデータ］  ＼＼＼ 

 

  3.連結設定で分割するかしないか決定します。分割しない場合は０を入力して下さい。 

  分割しない場合は 4.コード番号,.5 分割数, 6.パリティーデータの値は無視されます 

  ので、これらにはダミーで０を入力して下さい。 

  4.コード番号はそのQR Code のESC/P コマンドが何番目であるかを示しています。 

  例えば分割数を４として２番目ならば２となりますし、４番目ならば４となります。 

  5.分割数は分割数の個数を入力します。 

  6.パリティーデータは全ての印字データ（分割前の印字データ）をバイト単位で 
EX-OR を取った値です。 この値は分割した QR Code ESC/P コマンドに同じ値 
を入力する事により互いが連結しているコードであることを示すものとなっています。 

     
  バイト単位で EX-OR とは  

バイト単位で排他的論理和[ XOR ]を順にとっていきます。 

  例えば文字列 “1234” だと１６進にすると 0x31,0x32,0x33,0x34 となります。 

   0x31  と  0x32 の XOR  0011 0001 ^=  0011 0010 結果 0000 0011   ( 0x03 ) 

  0x03 と  0x33 の XOR   0000 0011 ^=  0011 0011  結果 0011 0000   ( 0x30 ) 

    0x30  と  0x34 の XOR   0011 0000 ^=  0011 0100  結果 0000 0100   ( 0x04 ) 

    従ってパリティーは   0x04 となります。 

  注意：このパリティーデータ値が間違っていると正しいＱＲ Code が生成されません。 

 

まとめ 

文字列  “123456789”  をセルサイズ 4dot, MODEL2  ,誤り訂正レベルは標準, 

データ入力は AUTO 入力の条件で 

印字 

・連結なし 

ESC  i  Q  0x04 0x02 0x00 0x00 0x00 0x00 0x02 0x00  “123456789”＼＼＼ 

・連結あり [３個に分割]   (文字列 123456789 のパリティは 0x31 となります ) 

ESC  i  Q  0x04 0x02 0x01 0x01 0x03 0x31 0x02 0x00  “123”＼＼＼ 
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ESC  i  Q  0x04 0x02 0x01 0x02 0x03 0x31 0x02 0x00  “456”＼＼＼ 

ESC  i  Q  0x04 0x02 0x01 0x03 0x03 0x31 0x02 0x00  “789”＼＼＼ 

 

②［バーコードデータ］：バーコードのデータ 

パラメーターの 8.データ入力方法でマニュアル設定を選択した場合、バーコードデータの 

前に以下の半角英文字が必要です。 

  数字入力の場合には    N or  n 

  英数字入力の場合には   A or  a 

 漢字入力の場合には    K or  k 

  バイナリ入力の場合には B  or b + ４桁の数字文字列 

  ４桁の数字文字列で実際に入力するバイナリ文字数を指定します。 

  例えばバイナリ１２文字入力ならば 

  B  0012 ( 0x30,0x30,0x31,0x32 ) となります。 

 

＜例＞ 

１.漢字の場合 

ESC  i  Q   [ 他のパラメーター ]  １  K 漢字入力します＼＼＼ 

2.英数字の場合 

ESC  i  Q   [ 他のパラメーター ]  １  A012345678abcde＼＼＼ 

3.バイナリの場合  

ESC  i  Q   [ 他のパラメーター ]  １  B0005#####   ＼＼＼ 

 

入力可能なバーコードデータ数はモデルタイプや入力種類により異なる。 

ＭＯＤＥＬ１：英数字 707 字 ,数字 1167 字 ,バイナリ 486byte ,漢字 299 文字 

ＭＯＤＥＬ２：英数字 4296 字 ,数字 7089 字 ,バイナリ 2953byte ,漢字 1817 文字  

マイクロＱＲ：英数字 21 字 ,数字 35 字 ,バイナリ 15byte ,漢字 9 文字  

※補足 この入力可能文字数は誤り訂正レベルが高密度レベル L  ７％ のものであり 

標準レベル以上で設定した場合、入力出来る文字数が減少する場合があります。 

また高密度レベル L で設定した場合でも入力情報の内容によっては圧縮処理の関係上、 

入力出来る文字数が減少する場合があります。  

 

③  ＼＼＼：バーコードの最後 

   二次元バーコードでは３個とする。 
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ESC i P ＱＲコードバージョン設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ  Ｐ ｎ 

【１０進】    ２７ １０５ ８０ ｎ 

【１６進】    １Ｂ  ６９ ５０ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ-】   ０≦ｎ≦４０ 

【解説】 

・バーコードの大きさを固定にできる。 

・初期値は０である。 

・シンボルによって、設定できるバージョン値は違う。 

設定値以外を設定した場合は、初期値に戻る。 

各、シンボルタイプの設定値は以下のようになる。 

ＭＯＤＥＬ１（０～１４）、ＭＯＤＥＬ２（０～４０）、マイクロＱＲ（０～４） 

 



 

ESC i V 二次元バーコード・ＰＤＦ４１７制御  

 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ     Ｖ    or    ｖ     ｄａｔａ 

【１０進】    ２７  １０５    ８６  or   １１８  ｄａｔａ 

【１６進】    １B   ６９     ５６   or  ７６   ｄａｔａ 

 

・フォーマット 

    ＥＳＣ  ｉ  Ｖ or ｖ   ［パラメーター］  ［バーコードデータ］  ＼＼＼ 

                       ①              ②              ③  

① パラメーター 

一次元バーコードと異なり、上から順に全てのパラメーターを設定する必要がある。 

それぞれのパラメーターにおいて指定外の数値が入力された場合にはそのパラメータ

ーはデフォルト値が設定される。 

 

１.セルサイズ 
[10 進 1byte]  3 
[10 進 1byte]  4 
[10 進 1byte]  5 
[10 進 1byte]  6 
[10 進 1byte]  8 
[10 進 1byte]  10 

１セル辺りのドットサイズを設定する。 
１セル辺り 3dot で印字する。 （デフォルト値） 
１セル辺り 4dot で印字する。 
１セル辺り 5dot で印字する。 
１セル辺り 6dot で印字する。 
１セル辺り 8dot で印字する。 
１セル辺り 10dot で印字する。 

 

２.シンボルタイプ 
[10 進 1byte]   0 
[10 進 1byte]   1 
[10 進 1byte]   2 
[10 進 1byte]   3 

 
スタンダード  （デフォルト値） 
トランケート 
ｍｉｃｒｏＰＤＦ４１７ スタンダード 
ｍｉｃｒｏＰＤＦ４１７ code128 エミュレート 

 

３.データ入力方法 
[10 進 1byte]   0 
[10 進 1byte]   1 

 
ＡＵＴＯ入力  （デフォルト値） 
バイナリ入力 

 

４. エラー修正能力・種類 
[10 進 1byte]  0 
[10 進 1byte]   1 

 
レベル入力設定   （デフォルト値） 
パーセント入力設定 

 

５. エラー修正能力・値 
レベル入力選択時 

[10 進 2byte] 0 ～ 8 
パーセント入力選択時 

[10 進 2byte]  0 ～ 400 

 
 
レベルを入力   (デフォルト値は０) 
 
パーセントを入力 (デフォルト値は１０) 

 

６.シンボルサイズＸ指定 
[10 進 1byte] 0 
[10 進 1byte] 1 ～ 30 
※microPDF417 時は 0／1 ～ 4 

 
ＡＵＴＯ設定   （デフォルト値） 
マニュアル設定 

 

７.シンボルサイズＹ指定 
[10 進 1byte] 0 

 
ＡＵＴＯ設定   （デフォルト値） 
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[10 進 1byte] 3 ～ 90 
※microPDF417 時は 0／4 ～ 44 

マニュアル設定 

８.アスペクト値 
[10 進 2byte] 1 ～ 1000 
 

 
アスペクト値入力。 本来は 0.01～10.0 だが小数点入力が

不可の為、100 倍入力としている。 
デフォルト値は 50 (実際の値は 0.5) 

 

※補足 

・シンボルサイズＸ指定もしくはシンボルサイズＹ指定をマニュアル入力すると 

 アスペクト値の設定が無視されます。 

・シンボルサイズＸ指定もしくはシンボルサイズＹ指定をマニュアル入力すると 

 条件によってはバーコードが生成されなかったり、読取りができないバーコードが 

 生成される場合があります。 

・大きいセルサイズと高いエラー修正能力の組み合わせで設定した場合、 

印字バッファーオーバーの為印字出来ない可能性があります。 

【シンボルタイプがｍｉｃｒｏＰＤＦ４１７の場合】 

・エラー修正能力はシンボルサイズＸより自動的に決定されるため、「決定エラー修正能

力・種類」「エラー修正能力・値」の設定が無視されます。 

・アスペクト値の設定が無視されます。 

シンボルサイズＸ指定の値によってシンボルサイズＹ指定の取り得る値は以下の表のよう

になります。シンボルサイズＹ指定に無効な値が設定された場合、デフォルト値が選択さ

れます。 

 

シンボルサイズＸ指定 シンボルサイズＹ指定 
AUTO AUTO            

1 AUTO 11 14 17 20 24 28      
2 AUTO 8 11 14 17 20 23 26     
3 AUTO 6 8 10 12 15 20 26 32 38 44  
4 AUTO 4 6 8 10 12 15 20 26 32 38 44

 

 

②バーコードデータ 

入力可能なバーコードデータ数は以下の通りです。 

英数字 1850 字 ,数字 2710 字 ,バイナリ 1108byte  

・漢字入力も出来ますが、バイナリとして扱われます。 

漢字１文字で 2byte 分のデータとなります。 

 

※補足 

この入力可能な文字数はエラー修正能力が最低レベルの設定時のものであり、 

エラー修正能力の値によって入力可能文字数が減少する場合があります。 

また最低レベルで設定した場合でも入力情報の内容によっては圧縮処理の関係上、 
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入力出来る文字数が減少する場合があります。  

 

【シンボルタイプがｍｉｃｒｏＰＤＦ４１７の場合】 

英数字 最大 250 字 ,数字 最大 366 字 ,バイナリ 最大 150byte 

ただし、シンボルサイズＸ、Ｙ指定によって、最大情報量は以下の表のようになります。 

 

最大情報量 X Y 
英数字 数字 バイナリ 

1 11 6 8 3 
1 14 12 17 7 
1 17 18 26 10 
1 20 22 32 13 
1 24 30 44 18 
1 28 38 55 22 
2 8 14 20 8 
2 11 24 35 14 
2 14 36 52 21 
2 17 46 67 27 
2 20 56 82 33 
2 23 64 93 38 
2 26 72 105 43 
3 6 10 14 6 
3 8 18 26 10 
3 10 26 38 15 
3 12 34 49 20 
3 15 46 67 27 
3 20 66 96 39 
3 26 90 132 54 
3 32 114 167 68 
3 38 138 202 82 
3 44 162 237 97 
4 4 14 20 8 
4 6 22 32 13 
4 8 34 49 20 
4 10 46 67 27 
4 12 58 85 34 
4 15 76 111 45 
4 20 106 155 63 
4 26 142 208 85 
4 32 178 261 106 
4 38 214 313 128 
4 44 250 366 150 

 

 

③  ＼＼＼：バーコードの最後 

   二次元バーコードでは３個とする。 
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ESC i D 二次元バーコード・DataMatrix制御  

 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ    Ｄ   ｏｒ   ｄ    ｄａｔａ 

【１０進】   ２７  １０５  ６８  ｏｒ   １００  ｄａｔａ 

【１６進】   １Ｂ  ６９   ４４  ｏｒ   ６４   ｄａｔａ 

 

・ フォーマット 

ＥＳＣ ｉ Ｄ ｏｒ ｄ 〔パラメーター〕〔バーコードデータ〕 ＼＼＼ 

                ①       ②             ③ 

 

① パラメーター 

一次元バーコードと異なり、上から順に全てのパラメーターを設定する必要がある。 

それぞれのパラメーターにおいて指定外の数値が入力された場合にはそのパラメータ

ーはデフォルト値が設定される。 

 

１.セルサイズ 
[10 進 1byte]  3 
[10 進 1byte]  4 
[10 進 1byte]  5 
[10 進 1byte]  6 
[10 進 1byte]  8 
[10 進 1byte]  10 

１セル辺りのドットサイズを設定する。 
１セル辺り 3dot で印字する。 （デフォルト値） 
１セル辺り 4dot で印字する。 
１セル辺り 5dot で印字する。 
１セル辺り 6dot で印字する。 
１セル辺り 8dot で印字する。 
１セル辺り 10dot で印字する。 

 

２.シンボルタイプ 
[10 進 1byte]  0 
[10 進 1byte]  1 

 
ＥＣＣ２００正方形       （デフォルト値） 
ＥＣＣ２００長方形 

 

３.縦サイズ 
 
[10 進 1byte] 0 
[10 進 1byte] 10 
[10 進 1byte] 12 
[10 進 1byte] 14 
[10 進 1byte] 16 
[10 進 1byte] 18 
[10 進 1byte] 20 
[10 進 1byte] 22 
[10 進 1byte] 24 
[10 進 1byte] 26 
[10 進 1byte] 32 
[10 進 1byte] 36 
[10 進 1byte] 40 
[10 進 1byte] 44 
[10 進 1byte] 48 
[10 進 1byte] 52 

 
●ＥＣＣ２００正方形 
縦のセル数 ＡＵＴＯ      （デフォルト値） 
縦のセル数 １０セル 
縦のセル数 １２セル 
縦のセル数 １４セル 
縦のセル数 １６セル 
縦のセル数 １８セル 
縦のセル数 ２０セル 
縦のセル数 ２２セル 
縦のセル数 ２４セル 
縦のセル数 ２６セル 
縦のセル数 ３２セル 
縦のセル数 ３６セル 
縦のセル数 ４０セル 
縦のセル数 ４４セル 
縦のセル数 ４８セル 
縦のセル数 ５２セル 
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[10 進 1byte] 64 
[10 進 1byte] 72 
[10 進 1byte] 80 
[10 進 1byte] 88 
[10 進 1byte] 96 
[10 進 1byte] 104 
[10 進 1byte] 120 
[10 進 1byte] 132 
[10 進 1byte] 144 
 
 
[10 進 1byte] 0 
[10 進 1byte] 8 
[10 進 1byte] 12 
[10 進 1byte] 16 

縦のセル数 ６４セル 
縦のセル数 ７２セル 
縦のセル数 ８０セル 
縦のセル数 ８８セル 
縦のセル数 ９６セル 
縦のセル数 １０４セル 
縦のセル数 １２０セル 
縦のセル数 １３２セル 
縦のセル数 １４４セル 
 
●ＥＣＣ２００長方形 
縦のセル数 ＡＵＴＯ           （デフォルト値） 
縦のセル数 ８セル 
縦のセル数 １２セル 
縦のセル数 １６セル 

４.横サイズ 
 
[10 進 1byte]  x 
 
 
 
[10 進 1byte] 0 
 
[10 進 1byte] 18 
[10 進 1byte] 32 
 
[10 進 1byte] 26 
[10 進 1byte] 36 
 
 
[10 進 1byte] 36 
[10 進 1byte] 48 

 
●ＥＣＣ２００正方形 
横のセル数 縦サイズと同じ値(x) 
 
●ＥＣＣ２００長方形 
①縦サイズがＡＵＴＯの場合 
横のセル数 ＡＵＴＯ     （デフォルト値） 
②縦サイズが８セルの場合 
横のセル数 １８セル 
横のセル数 ３２セル 
③縦サイズが１２セルの場合 
横のセル数 ２６セル 
横のセル数 ３６セル 
 
④縦サイズが１６セルの場合 
横のセル数 ３６セル 
横のセル数 ４８セル 

 

5.予約 
[10 進 1byte]×５  0 

 
ダミーデータ０を、５バイト分送る 

 

 

※補足 

ＥＣＣ２００正方形で、縦サイズが指定外の値を設定した場合は、ＡＵＴＯ設定に変換さ

れる。横サイズが、縦サイズと違う値を設定した場合は、横サイズと同じ値に変換される。 

ＥＣＣ２００長方形で、縦サイズまたは横サイズのどちらかが、指定外の値を設定した場

合は、ＡＵＴＯ設定になる。 

 

②〔バーコードデータ〕：バーコードのデータ 

 入力可能なバーコード最大データ数は以下の通りである。 

 英数字２３３５字、数字３１１６桁、バイナリ 1556byte 
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※ 補足 

この入力可能な文字数は、縦×横セルの最大の設定時（144 セル×144 セル）のものであり、

設定によって入力可能文字数が減少する。 

 

③＼＼＼：バーコードの最後 

 二次元バーコードでは３個とする。 

 

 

入力例 

セルサイズが３ドットで、シンボルタイプがＥＣＣ正方形４０×４０で、データが、“１２

３４５”の場合、コマンドは以下のようになる。 

ESC iD 03h 00h 28h(40d) 28h 00h 00h 00h 00h 00h “12345”  ＼＼＼ 
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ESC i M 二次元バーコード・ＭａｘｉＣｏｄｅ制御  

 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ      Ｍ    or   ｍ      ｄａｔａ 

【１０進】    ２７    １０５  ７７  or   １０９  ｄａｔａ 

【１６進】    １Ｂ    ６９    ４Ｄ  or  ６Ｄ   ｄａｔａ 

 

・フォーマット 

    ＥＳＣ  ｉ  Ｍ  or  m ［パラメーター］ ＼ ［バーコードデータ］ ＼＼＼ 

                       ①       ②         ③            ④ 

①パラメーター 

それぞれのパラメーターにおいて指定外の値が入力された場合にはそのパラメーター

はデフォルト値が設定される。 

 

１.シンボルタイプ 
[10 進 1byte]   0 
[10 進 1byte]   1 
[10 進 1byte]   2 

 
スタンダード  （デフォルト値） 
フルＥＥＣ 
配送データ構造 

 

２.アペンドモード 
[10 進 1byte] 0 
[10 進 1byte] 1 

 
構造化結合   （デフォルト値） 
結合なし 

 

 

②＼ 

パラメーターとバーコードデータのセパレーター 

 

③バーコードデータ 

入力可能なバーコードデータ数は以下の通り。 

 

最大情報量 シンボルタイプ 
英数字 数字 

スタンダード 93 138 
フルＥＥＣ 77 113 

配送データ構造 84 126 

 

※補足 

この入力可能な文字数は、頻出文字セット(MaxiCode 仕様におけるコードセットＡ)のみが

使用された場合の値であり、使用文字によって入力可能文字数が減少する場合があります。 

 

２ シンボルタイプが配送データ構造の場合、通常のデータとは別にサービスクラス、国

コード、ポストコードが指定可能。通常データの直前に「＼,(バックスラッシュとカ
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ンマ)」で区切りそれぞれの値を指定する。 

 

ポストコード＼,国コード＼,サービスクラス＼,通常バーコードデータ 

 

「＼,」が３つに満たない場合は次の例に準ずる。 

 

例 データ１＼,データ２＼,通常バーコードデータ 

⇒ポストコード＝データ１ 

⇒国コード＝データ２ 

⇒サービスクラス＝デフォルト値 

 

指定外の値が入力された場合にはデフォルト値が設定される。 

ポストコード 
数字９桁以下  

or 英数字６桁以下 

配送データ構造以外の場合は無視される。 
デフォルト値は”000000000” 

国コード 
数字３桁以下 

配送データ構造以外の場合は無視される。 
デフォルト値は”000” 

サービスクラス 
数字３桁以下 

配送データ構造以外の場合は無視される。 
デフォルト値は”000” 

 

※補足 

ポストコードを英数字指定する場合、次の文字以外は無効になります。 

「A～Z」「”」「#」「$」「%」「&」「’ 」「(」「)」「*」「+」「,」「-」「.」「/」「0～9」「:」 

ただし、小文字「a～z」は有効文字である大文字「A～Z」に変換されます。 

 

④  ＼＼＼：バーコードの最後 

   二次元バーコードでは３個とする。 
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ESC i F 転送データプリント 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ  Ｆ  Ｐ ｎ 

【１０進】    ２７ １０５ ７０ ８０ ｎ 

【１６進】    １Ｂ  ６９ ４６ ５０ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 

 ｎ ：ファイルヘッダのインデックス 

  ０≦ｎ≦９８  

【解説】 

・転送データをイメージデータとしてプリントバッファーに展開する。 

・転送済みのイメージデータを印字位置から展開する。 

・イメージデータが存在しない時は無視する。 

 

 

事前に 
転送が 
必要 

 

 

 

 
画像ファイル
（.bmp） 

 
本機 ＰＣ  

 

 

HIJK 

ABCDEFG 

Abcdefg 
 

 

 

 

 

 

 

 

例、文字と転送イメージとの組み合わせ  
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・文字と同様に、現在の行に入り切らない時は、自動改行が働き、次の行の先頭に配置さ

れる。その時、印字範囲を超える部分は削除される。 

 

 

Abcdefg 

 

 

 Abcdefg Abcdefg 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．続けて転送 
  イメージ入力 

１．文字入力 ３．入り切らないので

自動で改行した後、

貼り付けられる。 

 

 

例．普通のサイズの時  

 

 

 

 

Abc Abc 

 

Abc 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．続けて転送 
  イメージ入力 

１．文字入力 ３．入り切らないので

自動で改行した後、

左右マージンの幅に

合せて削除後、貼り

付けらる。 

 

 
例．左右マージンより大きい時 
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・転送イメージを貼り付けた結果が下マージン位置を越える時は、改ページした後に貼り

付けられます｡但し、上下マージン間よりも大きい転送イメージの時は、イメージ全体が

無視される｡ 

 

 Abcdefg 

WLMBGOr 

Dabfdifpdzra 

BGHJgmfg 

gfdslrt 

Abcdefg 

WLMBGOr 

Dabfdifpdzra

BGHJgmfg 

gfdslrt 

 

Abcdefg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．続けて転送 
  イメージ入力 

１．文字入力 ３．入り切らないので

自動で改ページした

後、貼り付けられま

す。 

 

 

 
例．上下マージンより小さい時 

 

 

 Abcdefg 

WLMBGOr 

Dabfdifpdzra

１．文字入力 

Abcdefg 

WLMBGOr 

Dabfdifpdzra

 

２．続けて転送 
  イメージ入力 

Abcdefg 

WLMBGOr 

Dabfdifpdzra

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３．無視する 

 

 

例．上下マージンより大きい時 
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・本体に保存できるイメージデータの容量には限界があり、保存領域のサイズは２０４８

ＫＢ（日本モデルは５１２ＫＢ）である。ただし、ＢＭＰデータをそのまま保存するの

ではなく、転送マネジャーにより本体保存形式に変換される。 

・用紙サイズを超えるイメージデータは、媒体サイズに収まり切らない部分を削除したイ

メージとして扱う｡ 

 同じイメージデータでも、その時の用紙方向により削除される部分が異なる｡ 

 

例． 

 ポートレート時（媒体：ダイカットシッピング） 

   ダウンロードイメージサイズ   プリントサイズ 

   縦１１０９×横 ６９６  →  縦１１０９×横 ６９６ （削除しない） 

   縦 ６９６×横１１０９  →  縦 ６９６×横 ６９６ （一部削除） 

 

 

使用しない部分

縦６９６ｘ横１１０９として登録されている 
ダウンロードイメージの時 

使用する部分 

 

 

 

 

 

 

 

 ランドスケープ時（媒体：ダイカットシッピング） 

   ダウンロードイメージサイズ   プリントサイズ 

縦 ６９６×横１１０９  →  縦 ６９６×横１１０９ （削除しない） 

   縦１１０９×横 ６９６  →  縦 ６９６×横 ６９６ （一部削除） 

 

 
縦１１０９ｘ横６９６として登録されている 

ダウンロードイメージの時  

 
使用する部分  

 

 使用しない部分
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ESC i a コマンドモード切替 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ  ａ ｎ 

【１０進】    ２７ １０５ ９７ ｎ 

【１６進】    １Ｂ  ６９ ６１ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 

 ｎ ：コマンドモード 

  ０＝ＥＳＣ／Ｐ 

  １＝ラスターグラフィック 

  ３＝P-touch Template 

【解説】 

・ＥＳＣ／ＰとＰＴＣＢＰ（ラスターグラフィック）と P-touch Template のコマンドモー

ドを設定する。 

・動的に３つのモードを切り替える。 
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ESC i S プリンターステータス要求 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ  Ｓ 

【１０進】    ２７ １０５ ８３ 

【１６進】    １Ｂ  ６９ ５３ 

【パラメーター】 なし 

【解説】 

・プリンターステータスを要求する。 

 

プリンターステータスは３２バイトで構成される。 

 

序数 ｵﾌｾｯﾄ ｻｲｽﾞ 名称 値/参照 

1 0 1 ヘッドマーク 80 Hex 固定 

2 1 1 サイズ 20 Hex 固定 

3 2 1 「ブラザー」コード ‘B’ Char（42 Hex）固定 

4 3 1 シリーズコード ‘5’ Char（35 Hex）固定 

5 4 1 機種コード TD-4000：‘1’ Char（31 Hex）固定 
TD-4100N：‘2’ Char（32 Hex）固定

6 5 1 国別コード ‘0’ Char（30 Hex）固定 

7 6 1 本体情報 00 Hex 固定 

8 7 1 予約 00 Hex 固定 

9 8 1 エラー情報１ 下記参照 

10 9 1 エラー情報２ 下記参照 

11 10 1 メディア幅  
12 11 1 メディア種類 下記参照 

13 12 1 色数 00 Hex 固定 

14 13 1 メディア長（上位バイト）  

15 14 1 メディアセンサ値  
16 15 1 モード 00 Hex 固定 

17 16 1 濃度 00 Hex 固定 

18 17 1 メディア長（下位バイト）  

19 18 1 ステータス種類 下記参照 

20 19 1 フェーズ種類 00 Hex 固定 

21 20 1 フェーズ番号上位バイト 00 Hex 固定 

22 21 1 フェーズ番号下位バイト 00 Hex 固定 

23 22 1 通知番号 未使用 

24 23 1 拡張部バイト数 00 Hex 固定 

25 24 8 予約 00 Hex 固定 
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エラー情報１ 

フラグ マスク 意味 
Bit 0 0x01 メディア無しエラー 
Bit 1 0x02 メディア終了エラー 
Bit 2 0x04 カッタージャムエラー 
Bit 3 0x08 未使用 
Bit 4 0x10 本体使用中 
Bit 5 0x20 電源オフ 
Bit 6 0x40 未使用 
Bit 7 0x80 ファンモータエラー 

 

エラー情報２ 

フラグ マスク 意味 
Bit 0 0x01 メディア交換エラー 
Bit 1 0x02 展開バッファーフルエラー 
Bit 2 0x04 通信エラー 
Bit 3 0x08 イメージ発生エラー 
Bit 4 0x10 カバーオープンエラー 
Bit 5 0x20 未使用 
Bit 6 0x40 先端検出エラー 
Bit 7 0x80 システムエラー 

 

メディア種類 

メディア種類 値 備考 

長尺テープ 4A Hex  

ダイカットテープ 4B Hex  

 

ステータス種類 

ステータス種類 値 
ステータスリクエストへの返信 00 Hex 
（未使用） 01 Hex 
エラー発生 02 Hex 
（未使用） 03 Hex ～ FF Hex 
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ESC i L ランドスケープ設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ  Ｌ ｎ 

【１０進】    ２７ １０５ ７６ ｎ 

【１６進】    １Ｂ  ６９ ４Ｃ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ-】   ｎ＝０，１ または ４８，４９ 

【解説】 

・ランドスケープ（横置き）の指定と解除を行う。 

・ｎ＝１または４９("1")のとき、ランドスケープを指定する。 

・ｎ＝０または４８("0")のとき、ランドスケープを解除する。 

・このコマンドを実行すると、テキストは全てクリアされる。 

・テキストを作成する時には、予めこのコマンドで用紙の方向を設定する｡ 

・電源立上げ時、ランドスケープは、解除状態となる。 

 

 

 

ＡＢＣ  

ＡＢＣ  
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ESC i C カット設定 

【ＡＳＣＩＩ】  ＥＳＣ  ｉ  Ｃ  ｎ 

【１０進】    ２７ １０５  ６７ ｎ 

【１６進】    １Ｂ  ６９  ４３ ｎ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】  ｎ＝０，１ または ４８，４９ 

【解説】 

・印刷後のカット設定を行う。 

・ｎ＝１または４９("1")のとき、カット設定の指定を行う。 

・ｎ＝０または４８("0")のとき、カット設定の解除を行う。 

・『P-touch テンプレート設定ツール』“P-touch Template Settings.exe”で、 

 オートカット設定の初期値を変更することができる。 

・『P-touch テンプレート設定ツール』“P-touch Template Settings.exe”で、 

 オートカット枚数を設定することができる。 

・工場出荷時のオートカット設定 ON（オートカット） 

 工場出荷時のオートカット枚数 １枚 
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ESC iXQ2 デフォルト文字スタイル設定 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  Ｑ  ２  ｎ１  ｎ２  ｎ３ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ ８１ ５０ ｎｄ１ ｎｄ２ ｎｄ３ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ５１ ３２ ｎｈ１ ｎｈ２ ｎｈ３ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：01ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

  00ｈ≦ｎｈ3≦04ｈ 

【解説】 

・デフォルト文字スタイルを選択する。 

ｎｈ３＝00ｈ ：通常文字 ※工場出荷時のデフォルト 

ｎｈ３＝01ｈ ：強調 

ｎｈ３＝02ｈ ：袋文字 

ｎｈ３＝03ｈ ：影付き文字 

ｎｈ３＝04ｈ ：影付き袋文字 

・このコマンドは、静的コマンドである。 

【備考】 

・ｎｈ3 が 00ｈ～04ｈ以外の値の場合は無効になる。 
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ESC iXQ1 デフォルト文字スタイル取得 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  Ｑ  １  ｎ１  ｎ２ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ ８１ ４９ ｎｄ１ ｎｄ２ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ５１ ３１ ｎｈ１ ｎｈ２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：00ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

【解説】 

・デフォルト文字スタイル設定値を３バイトのデータで返信する。 

[1]：01ｈ（固定） 

[2]：00ｈ（固定） 

[3]：設定値 

00ｈ ：通常文字 

01ｈ ：強調 

02ｈ ：袋文字 

03ｈ ：影付き文字 

04ｈ ：影付き袋文字 

・取得値は、静的コマンドで設定した値である。 
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ESC iXk2 デフォルト書体設定 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  ｋ   ２  ｎ１  ｎ２  ｎ３ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ １０７ ５０ ｎｄ１ ｎｄ２ ｎｄ３ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ６Ｂ  ３２ ｎｈ１ ｎｈ２ ｎｈ３ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：01ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

    ｎｈ３：00ｈ、08ｈ＜国内＞ 

【解説】 

・デフォルト書体を選択する。  

ｎｈ３＝00ｈ ：ゴシック（ビットマップ） ※工場出荷時のデフォルト 

ｎｈ３＝08ｈ ：ゴシック（アウトライン） 

・このコマンドは、静的コマンドである。 

【備考】 

・ｎｈ3 が範囲外の値の場合は無効になる。 
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ESC iXk1 デフォルト書体取得 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  ｋ   １  ｎ１  ｎ２ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ １０７ ４９ ｎｄ１ ｎｄ２ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ６Ｂ  ３１ ｎｈ１ ｎｈ２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：00ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

【解説】 

・デフォルト書体設定値を３バイトのデータで返信する。 

[1]：01ｈ（固定） 

[2]：00ｈ（固定） 

[3]：設定値 

00ｈ ：ゴシック（ビットマップ） 

08ｈ ：ゴシック（アウトライン） 

・取得値は、静的コマンドで設定した値である。 
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ESC iXX2 デフォルト英数カナ文字サイズ設定 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  Ｘ  ２  ｎ１  ｎ２  ｎ３ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ ８８ ５０ ｎｄ１ ｎｄ２ ｎｄ３ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ５８ ３２ ｎｈ１ ｎｈ２ ｎｈ３ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：02ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

  00ｈ≦ｎｈ３≦FFｈ 

  00ｈ≦ｎｈ４≦01ｈ 

【解説】 

・デフォルト英数カナ文字サイズを設定する。  

ｎｈ３＋（ｎｈ４＊２５６）：デフォルト英数カナ文字サイズ（ドット） 

・以下の設定値（ドット）が有効。  

１６，２４，３２，３３，３８，４２，４６，５０，５８，６７，７５，８３，９２，

１００，１１７，１３３，１５０，１６７，２００，２３３，２６７，３００， 

３３３，３６７，４００ 

※工場出荷時のデフォルトは３２ 

・このコマンドは、静的コマンドである。 

【備考】 

・設定値が範囲外の値の場合は無効になる。 
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ESC iXX1 デフォルト英数カナ文字サイズ取得 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  Ｘ  １  ｎ１  ｎ２ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ ８８ ４９ ｎｄ１ ｎｄ２ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ５８ ３１ ｎｈ１ ｎｈ２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：00ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

【解説】 

・デフォルト英数カナ文字サイズ設定値を４バイトのデータで返信する。 

[1]：02ｈ（固定） 

[2]：00ｈ（固定） 

[3、4]：ｎｈ３ ｎｈ４設定値 

ｎｈ３＋（ｎｈ４＊２５６） ：デフォルト英数カナ文字サイズ（ドット） 

・取得値は、静的コマンドで設定した値である。 
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ESC iX32 デフォルト改行量設定 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  ３  ２  ｎ１  ｎ２  ｎ３ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ ５１ ５０ ｎｄ１ ｎｄ２ ｎｄ３ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ３３ ３２ ｎｈ１ ｎｈ２ ｎｈ３ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：02ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

  00ｈ≦ｎｈ３≦FFｈ 

  00ｈ≦ｎｈ４≦04ｈ 

【解説】 

・デフォルト改行量を設定する。  

ｎｈ３＋（ｎｈ４＊２５６）：デフォルト改行量（ドット）（０～１２７５） 

※工場出荷時のデフォルトは４８ 

・このコマンドは、静的コマンドである。 

【備考】 

・設定値が範囲外の値の場合は無効になる。 
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ESC iX31 デフォルト改行量取得 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  ３  １  ｎ１  ｎ２ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ ５１ ４９ ｎｄ１ ｎｄ２ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ３３ ３１ ｎｈ１ ｎｈ２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：00ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

【解説】 

・デフォルト改行量設定値を４バイトのデータで返信する。 

[1]：02ｈ（固定） 

[2]：00ｈ（固定） 

[3、4]：ｎｈ３ ｎｈ４設定値 

ｎｈ３＋（ｎｈ４＊２５６） ：デフォルト改行量（ドット） 

・取得値は、静的コマンドで設定した値である。 
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ESC iXA2 デフォルト位置揃え設定 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  Ａ  ２  ｎ１  ｎ２  ｎ３ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ ６５ ５０ ｎｄ１ ｎｄ２ ｎｄ３ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ４１ ３２ ｎｈ１ ｎｈ２ ｎｈ３ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：01ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

  00ｈ≦ｎｈ3≦02ｈ 

【解説】 

・デフォルト位置揃えを選択する。  

ｎｈ３＝00ｈ ：左寄せ ※工場出荷時のデフォルト 

ｎｈ３＝01ｈ ：中央寄せ 

ｎｈ３＝02ｈ ：右寄せ 

・このコマンドは、静的コマンドである。 

【備考】 

・ｎｈ3 が範囲外の値の場合は無効になる。 
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ESC iXA1 デフォルト位置揃え取得 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  Ａ  １  ｎ１  ｎ２ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ ６５ ４９ ｎｄ１ ｎｄ２ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ４１ ３１ ｎｈ１ ｎｈ２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：00ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

【解説】 

・デフォルト位置揃え設定値を３バイトのデータで返信する。 

[1]：01ｈ（固定） 

[2]：00ｈ（固定） 

[3]：設定値 

00ｈ ：左寄せ 

01ｈ ：中央寄せ 

02ｈ ：右寄せ 

・取得値は、静的コマンドで設定した値である。 
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ESC iX(2 デフォルトページ長設定 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  （  ２  ｎ１  ｎ２  ｎ３ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ ４０ ５０ ｎｄ１ ｎｄ２ ｎｄ３ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ２８ ３２ ｎｈ１ ｎｈ２ ｎｈ３ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：02ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

  00ｈ≦ｎｈ３≦FFｈ 

  00ｈ≦ｎｈ４≦2Eｈ 

【解説】 

・デフォルトページ長を設定する。  

ｎｈ３＋（ｎｈ４＊２５６）： 

デフォルトページ長（ドット）（０、２２９～１１９９９） 

※デフォルトページ長０はＡｕｔｏ設定を意味する。 

※工場出荷時のデフォルトは０ 

・このコマンドは、静的コマンドである。 

【備考】 

・設定値が範囲外の値の場合は無効になる。 
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ESC iX(1 デフォルトページ長取得 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  （  １  ｎ１  ｎ２ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ ４０ ４９ ｎｄ１ ｎｄ２ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ２８ ３１ ｎｈ１ ｎｈ２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：00ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

【解説】 

・デフォルトページ長設定値を４バイトのデータで返信する。 

[1]：02ｈ（固定） 

[2]：00ｈ（固定） 

[3、4]：ｎｈ３ ｎｈ４設定値 

ｎｈ３＋（ｎｈ４＊２５６） ：デフォルトページ長（ドット） 

※デフォルトページ長０はＡｕｔｏ設定を意味する。 

・取得値は、静的コマンドで設定した値である。 
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ESC iXL2 デフォルトランドスケープ設定 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  Ｌ  ２  ｎ１  ｎ２  ｎ３ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ ７６ ５０ ｎｄ１ ｎｄ２ ｎｄ３ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ４Ｃ ３２ ｎｈ１ ｎｈ２ ｎｈ３ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：01ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

  00ｈ≦ｎｈ3≦01ｈ 

【解説】 

・デフォルトランドスケープ設定を選択する。  

ｎｈ３＝00ｈ ：ランドスケープ解除 ※工場出荷時のデフォルト 

ｎｈ３＝01ｈ ：ランドスケープ設定 

・このコマンドは、静的コマンドである。 

【備考】 

・ｎｈ3 が範囲外の値の場合は無効になる。 
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ESC iXL1 デフォルトランドスケープ取得 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  Ｌ  １  ｎ１  ｎ２ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ ７６ ４９ ｎｄ１ ｎｄ２ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ４Ｃ ３１ ｎｈ１ ｎｈ２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：00ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

【解説】 

・デフォルトランドスケープ設定値を３バイトのデータで返信する。 

[1]：01ｈ（固定） 

[2]：00ｈ（固定） 

[3]：設定値 

00ｈ ：ランドスケープ解除 

01ｈ ：ランドスケープ設定 

・取得値は、静的コマンドで設定した値である。 
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ESC iXj2 デフォルト国際文字セット設定 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  ｊ   ２  ｎ１  ｎ２  ｎ３ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ １０６ ５０ ｎｄ１ ｎｄ２ ｎｄ３ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ６Ａ  ３２ ｎｈ１ ｎｈ２ ｎｈ３ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：01ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

  00ｈ≦ｎｈ3≦0Dｈ、40h 

【解説】 

・デフォルト国際文字セットを選択する。  

  ｎｈ３＝00ｈ ：ＵＳＡ 

  ｎｈ３＝01ｈ ：フランス 

  ｎｈ３＝02ｈ ：ドイツ 

  ｎｈ３＝03ｈ ：イギリス 

  ｎｈ３＝04ｈ ：デンマーク 

  ｎｈ３＝05ｈ ：スウェーデン 

  ｎｈ３＝06ｈ ：イタリア 

  ｎｈ３＝07ｈ ：スペイン 

  ｎｈ３＝08ｈ ：日本 ※工場出荷時のデフォルト 

  ｎｈ３＝09ｈ ：ノルウェー 

  ｎｈ３＝0Aｈ ：デンマークⅡ 

  ｎｈ３＝0Bｈ ：スペインⅡ 

  ｎｈ３＝0Cｈ ：ラテンアメリカ 

  ｎｈ３＝0Dｈ ：韓国 

  ｎｈ３＝40ｈ ：リーガル 

・このコマンドは、静的コマンドである。 

【備考】 

・ｎｈ3 が範囲外の値の場合は無効になる。 
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ESC iXj1 デフォルト国際文字セット取得 

【ＡＳＣＩＩ】 ＥＳＣ ｉ   Ｘ  ｊ   １  ｎ１  ｎ２ 

【１０進】 ２７  １０５ ８８ １０６ ４９ ｎｄ１ ｎｄ２ 

【１６進】 １Ｂ  ６９  ５８ ６Ａ  ３１ ｎｈ１ ｎｈ２ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ】 ｎｈ１：00ｈ（固定） 

    ｎｈ２：00ｈ（固定） 

【解説】 

・デフォルト国際文字セット設定値を３バイトのデータで返信する。 

[1]：01ｈ（固定） 

[2]：00ｈ（固定） 

[3]：設定値 

   00ｈ ：ＵＳＡ 

   01ｈ ：フランス 

   02ｈ ：ドイツ 

   03ｈ ：イギリス 

04ｈ ：デンマーク 

   05ｈ ：スウェーデン 

   06ｈ ：イタリア 

   07ｈ ：スペイン 

   08ｈ ：日本 

   09ｈ ：ノルウェー 

   0Aｈ ：デンマークⅡ 

   0Bｈ ：スペインⅡ 

   0Cｈ ：ラテンアメリカ 

   0Dｈ ：韓国 

   40ｈ ：リーガル 

・取得値は、静的コマンドで設定した値である。 
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文字コード 

 

日本 文字コード表 

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0   SP 0 @ P ` p  ┴ SP ー タ ミ ═ ×

1   ! 1 A Q a q  ┬ 。 ア チ ム ╞ 円

2   ” 2 B R b r  ┤ 「 イ ツ メ ╪ 年

3   # 3 C S c s  ├ 」 ウ テ モ ╡ 月

4   $ 4 D T d t  ￣ 、 エ ト ヤ ◢ 日

5   % 5 E U e u  ─ ・ オ ナ ユ ◣ 時

6   & 6 F V f v  │ ヲ カ ニ ヨ ◥ 分

7   ’ 7 G W g w  ▕ ァ キ ヌ ラ ◤ 秒

8   ( 8 H X h x  ┌ ィ ク ネ リ ♠ 〒

9   ) 9 I Y i y  ┐ ゥ ケ ノ ル ♥ 市

A   * : J Z j z  └ ェ コ ハ レ ♦ 区

B   + ; K [ k {  ┘ ォ サ ヒ ロ ♣ 町

C   , < L ¥ l |  ╭ ャ シ フ ワ ● 村

D   - = M ] m }  ╮ ュ ス ヘ ン ○ 人

E   . > N ^ n ˜  ╰ ョ セ ホ ゛ ／ ░

F   / ? O _ o DEL ┼ ╯ ッ ソ マ ゜ ＼  

“■” は、国際文字セットを切り替えると文字コードが切り替わる。 
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国際文字セット 

Compatible characters in each language when the international character set is switched 

n  23 24 40 5B 5C 5D 5E 60 7B 7C 7D 7E
0 United States # $ @ [ \ ] ^ ` { | } ˜ 

1 France # $ à ° ç § ^ ` é ù è ¨ 

2 Germany # $ § Ä Ö Ü ^ ` ä ö ü ß 

3 Britain £ $ @ [ \ ] ^ ` { | } ˜ 

4 Denmark I # $ @ Æ Ø Å ^ ` æ ø å ˜ 

5 Sweden # ¤ É Ä Ö Å Ü é ä ö å ü 

6 Italy # $ @ ° \ é ^ ù à ò è ì 

7 Spain I Pt $ @ ¡ Ñ ¿ ^ ` ¨ ñ } ˜ 

8 Japan # $ @ [ ¥ ] ^ ` { | } ˜ 

9 Norway # ¤ É Æ Ø Å Ü é æ ø å ü 

10 Denmark II # $ É Æ Ø Å Ü é æ ø å ü 

11 Spain II # $ á ¡ Ñ ¿ é ` í ñ ó ú 

12 Latin America # $ á ¡ Ñ ¿ é ü í ñ ó ú 

13 Korea # $ @ [ W ] ^ ` { | } ˜ 

64 Legal # $ § ° ´ " ¶ ` © ® † TM
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漢字コード一覧表 

 
 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 2A 2B 2C 2D 2E 2F 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 3A 3B 3C 3D 3E 3F

20                

21  SP 、 。 ， ． ・ ： ； ？ ！ ゛ ゜ ´ ｀ ¨ ＾ ￣ ＿ ヽ ヾ ゝ ゞ 〃 仝 々 〆 〇 ー ― ‐ ／

22  ◆ □ ■ △ ▲ ▽ ▼ ※ 〒 → ← ↑ ↓ 〓   ∈ ∋ ⊆ ⊇ ⊂ ⊃

23            ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９   

24  ぁ あ ぃ い ぅ う ぇ え ぉ お か が き ぎ く ぐ け げ こ ご さ ざ し じ す ず せ ぜ そ ぞ た

25  ァ ア ィ イ ゥ ウ ェ エ ォ オ カ ガ キ ギ ク グ ケ ゲ コ ゴ サ ザ シ ジ ス ズ セ ゼ ソ ゾ タ

26  Α Β Γ Δ Ε Ζ Η Θ Ι Κ Λ Μ Ν Ξ Ο Π Ρ Σ Τ Υ Φ Χ Ψ Ω    

27  А Б В Г Д Е Ё Ж З И Й К Л М Н О П Р С Т У Ф Х Ц Ч Ш Щ Ъ Ы Ь Э

28  ─ │ ┌ ┐ ┘ └ ├ ┬ ┤ ┴ ┼ ━ ┃ ┏ ┓ ┛ ┗ ┣ ┳ ┫ ┻ ╋ ┠ ┯ ┨ ┷ ┿ ┝ ┰ ┥ ┸

29                

2A                

2B                

2C                

2D  ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ

2E                

2F                

30  亜 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢 葵 茜 穐 悪 握 渥 旭 葦 芦 鯵 梓 圧 斡 扱 宛 姐 虻 飴 絢 綾 鮎 或

31  院 陰 隠 韻 吋 右 宇 烏 羽 迂 雨 卯 鵜 窺 丑 碓 臼 渦 嘘 唄 欝 蔚 鰻 姥 厩 浦 瓜 閏 噂 云 運

32  押 旺 横 欧 殴 王 翁 襖 鴬 鴎 黄 岡 沖 荻 億 屋 憶 臆 桶 牡 乙 俺 卸 恩 温 穏 音 下 化 仮 何

33  魁 晦 械 海 灰 界 皆 絵 芥 蟹 開 階 貝 凱 劾 外 咳 害 崖 慨 概 涯 碍 蓋 街 該 鎧 骸 浬 馨 蛙

34  粥 刈 苅 瓦 乾 侃 冠 寒 刊 勘 勧 巻 喚 堪 姦 完 官 寛 干 幹 患 感 慣 憾 換 敢 柑 桓 棺 款 歓

35  機 帰 毅 気 汽 畿 祈 季 稀 紀 徽 規 記 貴 起 軌 輝 飢 騎 鬼 亀 偽 儀 妓 宜 戯 技 擬 欺 犠 疑

36  供 侠 僑 兇 競 共 凶 協 匡 卿 叫 喬 境 峡 強 彊 怯 恐 恭 挟 教 橋 況 狂 狭 矯 胸 脅 興 蕎 郷

37  掘 窟 沓 靴 轡 窪 熊 隈 粂 栗 繰 桑 鍬 勲 君 薫 訓 群 軍 郡 卦 袈 祁 係 傾 刑 兄 啓 圭 珪 型

38  検 権 牽 犬 献 研 硯 絹 県 肩 見 謙 賢 軒 遣 鍵 険 顕 験 鹸 元 原 厳 幻 弦 減 源 玄 現 絃 舷

39  后 喉 坑 垢 好 孔 孝 宏 工 巧 巷 幸 広 庚 康 弘 恒 慌 抗 拘 控 攻 昂 晃 更 杭 校 梗 構 江 洪

3A  此 頃 今 困 坤 墾 婚 恨 懇 昏 昆 根 梱 混 痕 紺 艮 魂 些 佐 叉 唆 嵯 左 差 査 沙 瑳 砂 詐 鎖

3B  察 拶 撮 擦 札 殺 薩 雑 皐 鯖 捌 錆 鮫 皿 晒 三 傘 参 山 惨 撒 散 桟 燦 珊 産 算 纂 蚕 讃 賛

3C  次 滋 治 爾 璽 痔 磁 示 而 耳 自 蒔 辞 汐 鹿 式 識 鴫 竺 軸 宍 雫 七 叱 執 失 嫉 室 悉 湿 漆

3D  宗 就 州 修 愁 拾 洲 秀 秋 終 繍 習 臭 舟 蒐 衆 襲 讐 蹴 輯 週 酋 酬 集 醜 什 住 充 十 従 戎

3E  勝 匠 升 召 哨 商 唱 嘗 奨 妾 娼 宵 将 小 少 尚 庄 床 廠 彰 承 抄 招 掌 捷 昇 昌 昭 晶 松 梢

3F  拭 植 殖 燭 織 職 色 触 食 蝕 辱 尻 伸 信 侵 唇 娠 寝 審 心 慎 振 新 晋 森 榛 浸 深 申 疹 真

40  澄 摺 寸 世 瀬 畝 是 凄 制 勢 姓 征 性 成 政 整 星 晴 棲 栖 正 清 牲 生 盛 精 聖 声 製 西 誠

41  繊 羨 腺 舛 船 薦 詮 賎 践 選 遷 銭 銑 閃 鮮 前 善 漸 然 全 禅 繕 膳 糎 噌 塑 岨 措 曾 曽 楚

42  臓 蔵 贈 造 促 側 則 即 息 捉 束 測 足 速 俗 属 賊 族 続 卒 袖 其 揃 存 孫 尊 損 村 遜 他 多

43  叩 但 達 辰 奪 脱 巽 竪 辿 棚 谷 狸 鱈 樽 誰 丹 単 嘆 坦 担 探 旦 歎 淡 湛 炭 短 端 箪 綻 耽

44  帖 帳 庁 弔 張 彫 徴 懲 挑 暢 朝 潮 牒 町 眺 聴 脹 腸 蝶 調 諜 超 跳 銚 長 頂 鳥 勅 捗 直 朕

45  邸 鄭 釘 鼎 泥 摘 擢 敵 滴 的 笛 適 鏑 溺 哲 徹 撤 轍 迭 鉄 典 填 天 展 店 添 纏 甜 貼 転 顛

46  董 蕩 藤 討 謄 豆 踏 逃 透 鐙 陶 頭 騰 闘 働 動 同 堂 導 憧 撞 洞 瞳 童 胴 萄 道 銅 峠 鴇 匿

47  如 尿 韮 任 妊 忍 認 濡 禰 祢 寧 葱 猫 熱 年 念 捻 撚 燃 粘 乃 廼 之 埜 嚢 悩 濃 納 能 脳 膿

48  函 箱 硲 箸 肇 筈 櫨 幡 肌 畑 畠 八 鉢 溌 発 醗 髪 伐 罰 抜 筏 閥 鳩 噺 塙 蛤 隼 伴 判 半 反

49  鼻 柊 稗 匹 疋 髭 彦 膝 菱 肘 弼 必 畢 筆 逼 桧 姫 媛 紐 百 謬 俵 彪 標 氷 漂 瓢 票 表 評 豹

4A  福 腹 複 覆 淵 弗 払 沸 仏 物 鮒 分 吻 噴 墳 憤 扮 焚 奮 粉 糞 紛 雰 文 聞 丙 併 兵 塀 幣 平

4B  法 泡 烹 砲 縫 胞 芳 萌 蓬 蜂 褒 訪 豊 邦 鋒 飽 鳳 鵬 乏 亡 傍 剖 坊 妨 帽 忘 忙 房 暴 望 某

4C  漫 蔓 味 未 魅 巳 箕 岬 密 蜜 湊 蓑 稔 脈 妙 粍 民 眠 務 夢 無 牟 矛 霧 鵡 椋 婿 娘 冥 名 命

4D  諭 輸 唯 佑 優 勇 友 宥 幽 悠 憂 揖 有 柚 湧 涌 猶 猷 由 祐 裕 誘 遊 邑 郵 雄 融 夕 予 余 与

4E  痢 裏 裡 里 離 陸 律 率 立 葎 掠 略 劉 流 溜 琉 留 硫 粒 隆 竜 龍 侶 慮 旅 虜 了 亮 僚 両 凌

4F  蓮 連 錬 呂 魯 櫓 炉 賂 路 露 労 婁 廊 弄 朗 楼 榔 浪 漏 牢 狼 篭 老 聾 蝋 郎 六 麓 禄 肋 録
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 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 4A 4B 4C 4D 4E 4F 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 5A 5B 5C 5D 5E 5F

20                

21 ＼ ～ ∥ ｜ … ‥ ‘ ’ “ ” （ ） 〔 〕 ［ ］ ｛ ｝ 〈 〉 《 》 「 」 『 』 【 】 ＋ － ± ×

22 ∪ ∩        ∧ ∨ ￢ ⇒ ⇔ ∀ ∃     ∠ ⊥ ⌒ ∂

23  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ  

24 だ ち ぢ っ つ づ て で と ど な に ぬ ね の は ば ぱ ひ び ぴ ふ ぶ ぷ へ べ ぺ ほ ぼ ぽ ま み

25 ダ チ ヂ ッ ツ ヅ テ デ ト ド ナ ニ ヌ ネ ノ ハ バ パ ヒ ビ ピ フ ブ プ ヘ ベ ペ ホ ボ ポ マ ミ

26  α β γ δ ε ζ η θ ι κ λ μ ν ξ ο π ρ σ τ υ φ χ ψ ω    

27 Ю Я          а б в г д е ё ж з и й к л м н

28 ╂               

29                

2A                

2B                

2C                

2D ㍉ ㌔ ㌢ ㍍ ㌘ ㌧ ㌃ ㌶ ㍑ ㍗ ㌍ ㌦ ㌣ ㌫ ㍊ ㌻ ㎜ ㎝ ㎞ ㎎ ㎏ ㏄ ㎡     ㍻

2E                

2F                

30 粟 袷 安 庵 按 暗 案 闇 鞍 杏 以 伊 位 依 偉 囲 夷 委 威 尉 惟 意 慰 易 椅 為 畏 異 移 維 緯 胃

31 雲 荏 餌 叡 営 嬰 影 映 曳 栄 永 泳 洩 瑛 盈 穎 頴 英 衛 詠 鋭 液 疫 益 駅 悦 謁 越 閲 榎 厭 円

32 伽 価 佳 加 可 嘉 夏 嫁 家 寡 科 暇 果 架 歌 河 火 珂 禍 禾 稼 箇 花 苛 茄 荷 華 菓 蝦 課 嘩 貨

33 垣 柿 蛎 鈎 劃 嚇 各 廓 拡 撹 格 核 殻 獲 確 穫 覚 角 赫 較 郭 閣 隔 革 学 岳 楽 額 顎 掛 笠 樫

34 汗 漢 澗 潅 環 甘 監 看 竿 管 簡 緩 缶 翰 肝 艦 莞 観 諌 貫 還 鑑 間 閑 関 陥 韓 館 舘 丸 含 岸

35 祇 義 蟻 誼 議 掬 菊 鞠 吉 吃 喫 桔 橘 詰 砧 杵 黍 却 客 脚 虐 逆 丘 久 仇 休 及 吸 宮 弓 急 救

36 鏡 響 饗 驚 仰 凝 尭 暁 業 局 曲 極 玉 桐 粁 僅 勤 均 巾 錦 斤 欣 欽 琴 禁 禽 筋 緊 芹 菌 衿 襟

37 契 形 径 恵 慶 慧 憩 掲 携 敬 景 桂 渓 畦 稽 系 経 継 繋 罫 茎 荊 蛍 計 詣 警 軽 頚 鶏 芸 迎 鯨

38 言 諺 限 乎 個 古 呼 固 姑 孤 己 庫 弧 戸 故 枯 湖 狐 糊 袴 股 胡 菰 虎 誇 跨 鈷 雇 顧 鼓 五 互

39 浩 港 溝 甲 皇 硬 稿 糠 紅 紘 絞 綱 耕 考 肯 肱 腔 膏 航 荒 行 衡 講 貢 購 郊 酵 鉱 砿 鋼 閤 降

3A 裟 坐 座 挫 債 催 再 最 哉 塞 妻 宰 彩 才 採 栽 歳 済 災 采 犀 砕 砦 祭 斎 細 菜 裁 載 際 剤 在

3B 酸 餐 斬 暫 残 仕 仔 伺 使 刺 司 史 嗣 四 士 始 姉 姿 子 屍 市 師 志 思 指 支 孜 斯 施 旨 枝 止

3C 疾 質 実 蔀 篠 偲 柴 芝 屡 蕊 縞 舎 写 射 捨 赦 斜 煮 社 紗 者 謝 車 遮 蛇 邪 借 勺 尺 杓 灼 爵

3D 柔 汁 渋 獣 縦 重 銃 叔 夙 宿 淑 祝 縮 粛 塾 熟 出 術 述 俊 峻 春 瞬 竣 舜 駿 准 循 旬 楯 殉 淳

3E 樟 樵 沼 消 渉 湘 焼 焦 照 症 省 硝 礁 祥 称 章 笑 粧 紹 肖 菖 蒋 蕉 衝 裳 訟 証 詔 詳 象 賞 醤

3F 神 秦 紳 臣 芯 薪 親 診 身 辛 進 針 震 人 仁 刃 塵 壬 尋 甚 尽 腎 訊 迅 陣 靭 笥 諏 須 酢 図 厨

40 誓 請 逝 醒 青 静 斉 税 脆 隻 席 惜 戚 斥 昔 析 石 積 籍 績 脊 責 赤 跡 蹟 碩 切 拙 接 摂 折 設

41 狙 疏 疎 礎 祖 租 粗 素 組 蘇 訴 阻 遡 鼠 僧 創 双 叢 倉 喪 壮 奏 爽 宋 層 匝 惣 想 捜 掃 挿 掻

42 太 汰 詑 唾 堕 妥 惰 打 柁 舵 楕 陀 駄 騨 体 堆 対 耐 岱 帯 待 怠 態 戴 替 泰 滞 胎 腿 苔 袋 貸

43 胆 蛋 誕 鍛 団 壇 弾 断 暖 檀 段 男 談 値 知 地 弛 恥 智 池 痴 稚 置 致 蜘 遅 馳 築 畜 竹 筑 蓄

44 沈 珍 賃 鎮 陳 津 墜 椎 槌 追 鎚 痛 通 塚 栂 掴 槻 佃 漬 柘 辻 蔦 綴 鍔 椿 潰 坪 壷 嬬 紬 爪 吊

45 点 伝 殿 澱 田 電 兎 吐 堵 塗 妬 屠 徒 斗 杜 渡 登 菟 賭 途 都 鍍 砥 砺 努 度 土 奴 怒 倒 党 冬

46 得 徳 涜 特 督 禿 篤 毒 独 読 栃 橡 凸 突 椴 届 鳶 苫 寅 酉 瀞 噸 屯 惇 敦 沌 豚 遁 頓 呑 曇 鈍
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70  陝 陟 陦 陲 陬 隍 隘 隕 隗 險 隧 隱 隲 隰 隴 隶 隸 隹 雎 雋 雉 雍 襍 雜 霍 雕 雹 霄 霆 霈 霓

71  顱 顴 顳 颪 颯 颱 颶 飄 飃 飆 飩 飫 餃 餉 餒 餔 餘 餡 餝 餞 餤 餠 餬 餮 餽 餾 饂 饉 饅 饐 饋

72  髻 鬆 鬘 鬚 鬟 鬢 鬣 鬥 鬧 鬨 鬩 鬪 鬮 鬯 鬲 魄 魃 魏 魍 魎 魑 魘 魴 鮓 鮃 鮑 鮖 鮗 鮟 鮠 鮨

73  鵝 鵞 鵤 鵑 鵐 鵙 鵲 鶉 鶇 鶫 鵯 鵺 鶚 鶤 鶩 鶲 鷄 鷁 鶻 鶸 鶺 鷆 鷏 鷂 鷙 鷓 鷸 鷦 鷭 鷯 鷽

74  堯 槇 遙 瑤 凜 熙         

 

 126 



 

 
 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 4A 4B 4C 4D 4E 4F 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 5A 5B 5C 5D 5E 5F

50 仞 仭 仟 价 伉 佚 估 佛 佝 佗 佇 佶 侈 侏 侘 佻 佩 佰 侑 佯 來 侖 儘 俔 俟 俎 俘 俛 俑 俚 俐 俤

51 兩 兪 兮 冀 冂 囘 册 冉 冏 冑 冓 冕 冖 冤 冦 冢 冩 冪 冫 决 冱 冲 冰 况 冽 凅 凉 凛 几 處 凩 凭

52 卆 卅 丗 卉 卍 凖 卞 卩 卮 夘 卻 卷 厂 厖 厠 厦 厥 厮 厰 厶 參 簒 雙 叟 曼 燮 叮 叨 叭 叺 吁 吽

53 喟 啻 啾 喘 喞 單 啼 喃 喩 喇 喨 嗚 嗅 嗟 嗄 嗜 嗤 嗔 嘔 嗷 嘖 嗾 嗽 嘛 嗹 噎 噐 營 嘴 嘶 嘲 嘸

54 埓 堊 埖 埣 堋 堙 堝 塲 堡 塢 塋 塰 毀 塒 堽 塹 墅 墹 墟 墫 墺 壞 墻 墸 墮 壅 壓 壑 壗 壙 壘 壥

55 媽 嫣 嫗 嫦 嫩 嫖 嫺 嫻 嬌 嬋 嬖 嬲 嫐 嬪 嬶 嬾 孃 孅 孀 孑 孕 孚 孛 孥 孩 孰 孳 孵 學 斈 孺 宀

56 崟 崛 崑 崔 崢 崚 崙 崘 嵌 嵒 嵎 嵋 嵬 嵳 嵶 嶇 嶄 嶂 嶢 嶝 嶬 嶮 嶽 嶐 嶷 嶼 巉 巍 巓 巒 巖 巛

57 彑 彖 彗 彙 彡 彭 彳 彷 徃 徂 彿 徊 很 徑 徇 從 徙 徘 徠 徨 徭 徼 忖 忻 忤 忸 忱 忝 悳 忿 怡 恠

58 慇 愾 愨 愧 慊 愿 愼 愬 愴 愽 慂 慄 慳 慷 慘 慙 慚 慫 慴 慯 慥 慱 慟 慝 慓 慵 憙 憖 憇 憬 憔 憚

59 拈 拜 拌 拊 拂 拇 抛 拉 挌 拮 拱 挧 挂 挈 拯 拵 捐 挾 捍 搜 捏 掖 掎 掀 掫 捶 掣 掏 掉 掟 掵 捫

5A 收 攸 畋 效 敖 敕 敍 敘 敞 敝 敲 數 斂 斃 變 斛 斟 斫 斷 旃 旆 旁 旄 旌 旒 旛 旙 无 旡 旱 杲 昊

5B 枩 杼 杪 枌 枋 枦 枡 枅 枷 柯 枴 柬 枳 柩 枸 柤 柞 柝 柢 柮 枹 柎 柆 柧 檜 栞 框 栩 桀 桍 栲 桎

5C 楡 楞 楝 榁 楪 榲 榮 槐 榿 槁 槓 榾 槎 寨 槊 槝 榻 槃 榧 樮 榑 榠 榜 榕 榴 槞 槨 樂 樛 槿 權 槹

5D 歙 歔 歛 歟 歡 歸 歹 歿 殀 殄 殃 殍 殘 殕 殞 殤 殪 殫 殯 殲 殱 殳 殷 殼 毆 毋 毓 毟 毬 毫 毳 毯

5E 淦 涸 淆 淬 淞 淌 淨 淒 淅 淺 淙 淤 淕 淪 淮 渭 湮 渮 渙 湲 湟 渾 渣 湫 渫 湶 湍 渟 湃 渺 湎 渤

5F 濱 濮 濛 瀉 瀋 濺 瀑 瀁 瀏 濾 瀛 瀚 潴 瀝 瀘 瀟 瀰 瀾 瀲 灑 灣 炙 炒 炯 烱 炬 炸 炳 炮 烟 烋 烝

60 狎 狒 狢 狠 狡 狹 狷 倏 猗 猊 猜 猖 猝 猴 猯 猩 猥 猾 獎 獏 默 獗 獪 獨 獰 獸 獵 獻 獺 珈 玳 珎

61 畧 畫 畭 畸 當 疆 疇 畴 疊 疉 疂 疔 疚 疝 疥 疣 痂 疳 痃 疵 疽 疸 疼 疱 痍 痊 痒 痙 痣 痞 痾 痿

62 眄 眩 眤 眞 眥 眦 眛 眷 眸 睇 睚 睨 睫 睛 睥 睿 睾 睹 瞎 瞋 瞑 瞠 瞞 瞰 瞶 瞹 瞿 瞼 瞽 瞻 矇 矍

63 秬 秡 秣 稈 稍 稘 稙 稠 稟 禀 稱 稻 稾 稷 穃 穗 穉 穡 穢 穩 龝 穰 穹 穽 窈 窗 窕 窘 窖 窩 竈 窰

64 篝 篩 簑 簔 篦 篥 籠 簀 簇 簓 篳 篷 簗 簍 篶 簣 簧 簪 簟 簷 簫 簽 籌 籃 籔 籏 籀 籐 籘 籟 籤 籖

65 綫 總 綢 綯 緜 綸 綟 綰 緘 緝 緤 緞 緻 緲 緡 縅 縊 縣 縡 縒 縱 縟 縉 縋 縢 繆 繦 縻 縵 縹 繃 縷

66 羸 譱 翅 翆 翊 翕 翔 翡 翦 翩 翳 翹 飜 耆 耄 耋 耒 耘 耙 耜 耡 耨 耿 耻 聊 聆 聒 聘 聚 聟 聢 聨

67 臉 臍 臑 臙 臘 臈 臚 臟 臠 臧 臺 臻 臾 舁 舂 舅 與 舊 舍 舐 舖 舩 舫 舸 舳 艀 艙 艘 艝 艚 艟 艤

68 萓 菫 菎 菽 萃 菘 萋 菁 菷 萇 菠 菲 萍 萢 萠 莽 萸 蔆 菻 葭 萪 萼 蕚 蒄 葷 葫 蒭 葮 蒂 葩 葆 萬

69 蘋 藾 藺 蘆 蘢 蘚 蘰 蘿 虍 乕 虔 號 虧 虱 蚓 蚣 蚩 蚪 蚋 蚌 蚶 蚯 蛄 蛆 蚰 蛉 蠣 蚫 蛔 蛞 蛩 蛬

6A 蠕 蠢 蠡 蠱 蠶 蠹 蠧 蠻 衄 衂 衒 衙 衞 衢 衫 袁 衾 袞 衵 衽 袵 衲 袂 袗 袒 袮 袙 袢 袍 袤 袰 袿

6B 訐 訌 訛 訝 訥 訶 詁 詛 詒 詆 詈 詼 詭 詬 詢 誅 誂 誄 誨 誡 誑 誥 誦 誚 誣 諄 諍 諂 諚 諫 諳 諧

6C 貔 豼 貘 戝 貭 貪 貽 貲 貳 貮 貶 賈 賁 賤 賣 賚 賽 賺 賻 贄 贅 贊 贇 贏 贍 贐 齎 贓 賍 贔 贖 赧

6D 軅 軈 軋 軛 軣 軼 軻 軫 軾 輊 輅 輕 輒 輙 輓 輜 輟 輛 輌 輦 輳 輻 輹 轅 轂 輾 轌 轉 轆 轎 轗 轜

6E 鄒 鄙 鄲 鄰 酊 酖 酘 酣 酥 酩 酳 酲 醋 醉 醂 醢 醫 醯 醪 醵 醴 醺 釀 釁 釉 釋 釐 釖 釟 釡 釛 釼

6F 鐇 鐐 鐶 鐫 鐵 鐡 鐺 鑁 鑒 鑄 鑛 鑠 鑢 鑞 鑪 鈩 鑰 鑵 鑷 鑽 鑚 鑼 鑾 钁 鑿 閂 閇 閊 閔 閖 閘 閙

70 霎 霑 霏 霖 霙 霤 霪 霰 霹 霽 霾 靄 靆 靈 靂 靉 靜 靠 靤 靦 靨 勒 靫 靱 靹 鞅 靼 鞁 靺 鞆 鞋 鞏

71 饑 饒 饌 饕 馗 馘 馥 馭 馮 馼 駟 駛 駝 駘 駑 駭 駮 駱 駲 駻 駸 騁 騏 騅 駢 騙 騫 騷 驅 驂 驀 驃

72 鮴 鯀 鯊 鮹 鯆 鯏 鯑 鯒 鯣 鯢 鯤 鯔 鯡 鰺 鯲 鯱 鯰 鰕 鰔 鰉 鰓 鰌 鰆 鰈 鰒 鰊 鰄 鰮 鰛 鰥 鰤 鰡

73 鸚 鸛 鸞 鹵 鹹 鹽 麁 麈 麋 麌 麒 麕 麑 麝 麥 麩 麸 麪 麭 靡 黌 黎 黏 黐 黔 黜 點 黝 黠 黥 黨 黯

74                
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 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 6A 6B 6C 6D 6E 6F 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 7A 7B 7C 7D 7E 7F

50 俥 倚 倨 倔 倪 倥 倅 伜 俶 倡 倩 倬 俾 俯 們 倆 偃 假 會 偕 偐 偈 做 偖 偬 偸 傀 傚 傅 傴 傲

51 凰 凵 凾 刄 刋 刔 刎 刧 刪 刮 刳 刹 剏 剄 剋 剌 剞 剔 剪 剴 剩 剳 剿 剽 劍 劔 劒 剱 劈 劑 辨

52 呀 听 吭 吼 吮 吶 吩 吝 呎 咏 呵 咎 呟 呱 呷 呰 咒 呻 咀 呶 咄 咐 咆 哇 咢 咸 咥 咬 哄 哈 咨

53 噫 噤 嘯 噬 噪 嚆 嚀 嚊 嚠 嚔 嚏 嚥 嚮 嚶 嚴 囂 嚼 囁 囃 囀 囈 囎 囑 囓 囗 囮 囹 圀 囿 圄 圉

54 壜 壤 壟 壯 壺 壹 壻 壼 壽 夂 夊 夐 夛 梦 夥 夬 夭 夲 夸 夾 竒 奕 奐 奎 奚 奘 奢 奠 奧 奬 奩

55 它 宦 宸 寃 寇 寉 寔 寐 寤 實 寢 寞 寥 寫 寰 寶 寳 尅 將 專 對 尓 尠 尢 尨 尸 尹 屁 屆 屎 屓

56 巫 已 巵 帋 帚 帙 帑 帛 帶 帷 幄 幃 幀 幎 幗 幔 幟 幢 幤 幇 幵 并 幺 麼 广 庠 廁 廂 廈 廐 廏

57 怙 怐 怩 怎 怱 怛 怕 怫 怦 怏 怺 恚 恁 恪 恷 恟 恊 恆 恍 恣 恃 恤 恂 恬 恫 恙 悁 悍 惧 悃 悚

58 憊 憑 憫 憮 懌 懊 應 懷 懈 懃 懆 憺 懋 罹 懍 懦 懣 懶 懺 懴 懿 懽 懼 懾 戀 戈 戉 戍 戌 戔 戛

59 捩 掾 揩 揀 揆 揣 揉 插 揶 揄 搖 搴 搆 搓 搦 搶 攝 搗 搨 搏 摧 摯 摶 摎 攪 撕 撓 撥 撩 撈 撼

5A 昃 旻 杳 昵 昶 昴 昜 晏 晄 晉 晁 晞 晝 晤 晧 晨 晟 晢 晰 暃 暈 暎 暉 暄 暘 暝 曁 暹 曉 暾 暼

5B 梳 栫 桙 档 桷 桿 梟 梏 梭 梔 條 梛 梃 檮 梹 桴 梵 梠 梺 椏 梍 桾 椁 棊 椈 棘 椢 椦 棡 椌 棍

5C 槲 槧 樅 榱 樞 槭 樔 槫 樊 樒 櫁 樣 樓 橄 樌 橲 樶 橸 橇 橢 橙 橦 橈 樸 樢 檐 檍 檠 檄 檢 檣

5D 麾 氈 氓 气 氛 氤 氣 汞 汕 汢 汪 沂 沍 沚 沁 沛 汾 汨 汳 沒 沐 泄 泱 泓 沽 泗 泅 泝 沮 沱 沾

5E 滿 渝 游 溂 溪 溘 滉 溷 滓 溽 溯 滄 溲 滔 滕 溏 溥 滂 溟 潁 漑 灌 滬 滸 滾 漿 滲 漱 滯 漲 滌

5F 烙 焉 烽 焜 焙 煥 煕 熈 煦 煢 煌 煖 煬 熏 燻 熄 熕 熨 熬 燗 熹 熾 燒 燉 燔 燎 燠 燬 燧 燵 燼

60 玻 珀 珥 珮 珞 璢 琅 瑯 琥 珸 琲 琺 瑕 琿 瑟 瑙 瑁 瑜 瑩 瑰 瑣 瑪 瑶 瑾 璋 璞 璧 瓊 瓏 瓔 珱

61 痼 瘁 痰 痺 痲 痳 瘋 瘍 瘉 瘟 瘧 瘠 瘡 瘢 瘤 瘴 瘰 瘻 癇 癈 癆 癜 癘 癡 癢 癨 癩 癪 癧 癬 癰

62 矗 矚 矜 矣 矮 矼 砌 砒 礦 砠 礪 硅 碎 硴 碆 硼 碚 碌 碣 碵 碪 碯 磑 磆 磋 磔 碾 碼 磅 磊 磬

63 窶 竅 竄 窿 邃 竇 竊 竍 竏 竕 竓 站 竚 竝 竡 竢 竦 竭 竰 笂 笏 笊 笆 笳 笘 笙 笞 笵 笨 笶 筐

64 籥 籬 籵 粃 粐 粤 粭 粢 粫 粡 粨 粳 粲 粱 粮 粹 粽 糀 糅 糂 糘 糒 糜 糢 鬻 糯 糲 糴 糶 糺 紆

65 縲 縺 繧 繝 繖 繞 繙 繚 繹 繪 繩 繼 繻 纃 緕 繽 辮 繿 纈 纉 續 纒 纐 纓 纔 纖 纎 纛 纜 缸 缺

66 聳 聲 聰 聶 聹 聽 聿 肄 肆 肅 肛 肓 肚 肭 冐 肬 胛 胥 胙 胝 胄 胚 胖 脉 胯 胱 脛 脩 脣 脯 腋

67 艢 艨 艪 艫 舮 艱 艷 艸 艾 芍 芒 芫 芟 芻 芬 苡 苣 苟 苒 苴 苳 苺 莓 范 苻 苹 苞 茆 苜 茉 苙

68 葯 葹 萵 蓊 葢 蒹 蒿 蒟 蓙 蓍 蒻 蓚 蓐 蓁 蓆 蓖 蒡 蔡 蓿 蓴 蔗 蔘 蔬 蔟 蔕 蔔 蓼 蕀 蕣 蕘 蕈

69 蛟 蛛 蛯 蜒 蜆 蜈 蜀 蜃 蛻 蜑 蜉 蜍 蛹 蜊 蜴 蜿 蜷 蜻 蜥 蜩 蜚 蝠 蝟 蝸 蝌 蝎 蝴 蝗 蝨 蝮 蝙

6A 袱 裃 裄 裔 裘 裙 裝 裹 褂 裼 裴 裨 裲 褄 褌 褊 褓 襃 褞 褥 褪 褫 襁 襄 褻 褶 褸 襌 褝 襠 襞

6B 諤 諱 謔 諠 諢 諷 諞 諛 謌 謇 謚 諡 謖 謐 謗 謠 謳 鞫 謦 謫 謾 謨 譁 譌 譏 譎 證 譖 譛 譚 譫

6C 赭 赱 赳 趁 趙 跂 趾 趺 跏 跚 跖 跌 跛 跋 跪 跫 跟 跣 跼 踈 踉 跿 踝 踞 踐 踟 蹂 踵 踰 踴 蹊

6D 轢 轣 轤 辜 辟 辣 辭 辯 辷 迚 迥 迢 迪 迯 邇 迴 逅 迹 迺 逑 逕 逡 逍 逞 逖 逋 逧 逶 逵 逹 迸

6E 釵 釶 鈞 釿 鈔 鈬 鈕 鈑 鉞 鉗 鉅 鉉 鉤 鉈 銕 鈿 鉋 鉐 銜 銖 銓 銛 鉚 鋏 銹 銷 鋩 錏 鋺 鍄 錮

6F 閠 閨 閧 閭 閼 閻 閹 閾 闊 濶 闃 闍 闌 闕 闔 闖 關 闡 闥 闢 阡 阨 阮 阯 陂 陌 陏 陋 陷 陜 陞

70 鞐 鞜 鞨 鞦 鞣 鞳 鞴 韃 韆 韈 韋 韜 韭 齏 韲 竟 韶 韵 頏 頌 頸 頤 頡 頷 頽 顆 顏 顋 顫 顯 顰

71 騾 驕 驍 驛 驗 驟 驢 驥 驤 驩 驫 驪 骭 骰 骼 髀 髏 髑 髓 體 髞 髟 髢 髣 髦 髯 髫 髮 髴 髱 髷

72 鰰 鱇 鰲 鱆 鰾 鱚 鱠 鱧 鱶 鱸 鳧 鳬 鳰 鴉 鴈 鳫 鴃 鴆 鴪 鴦 鶯 鴣 鴟 鵄 鴕 鴒 鵁 鴿 鴾 鵆 鵈

73 黴 黶 黷 黹 黻 黼 黽 鼇 鼈 皷 鼕 鼡 鼬 鼾 齊 齒 齔 齣 齟 齠 齡 齦 齧 齬 齪 齷 齲 齶 龕 龜 龠

74                
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付録：仕様 

BROTHER TD-4000/4100N ESC/P 仕様 
印刷モード Raster (PTCBP モード) 

ESC/P モード 
P-touch Template モード 

最大印字長  1 m 

解像度 (dpi) 300dpi × 300dpi 

フォント ビットマップフォント：ゴシック、ヘルシンキ 
アウトラインフォント:ゴシック、ヘルシンキ 

サイズ (ドット) ビットマップフォント：16 x 16, 24 x 24, 32 x 32, (ドット) 
アウトラインフォント：33 - 400 ドット（22 サイズ） 

文字スタイル なし、ボールド、イタリック、アウトライン、シャドウ、シャドウ＋ア

ウトライン 
アンダーライン オフ、オン 
文字幅 半角、通常、倍角 
水平位置 左寄せ、中寄せ、右寄せ 

テキスト 

回転 垂直、水平 
規格 *1 CODE39, ITF(I-2/5), EAN-13, EAN-8, UPC-A, UPC-E, CODABAR, 

CODE128, GS1-128(UCC/EAN-128), QR Code (model 1, model 2, 
micro QR), PDF417 (Standard, Truncate, MicroPDF417), Data 
Matrix(ECC200 Square, ECC200 Rectangular), MaxiCode, 
RSS-14(Standard, Truncated, Stacked, Stacked Omni), RSS-Limited, 
RSS Expanded(Standard, Stacked) 

 

バーコード 

幅 大、中、小、極小 

ボーレート 
(bps) 

115.2K,57.6K,38.4K,31.25K,28.8K,19.2K,14.4K.9600,4800,2400,1200,
600,300 

ビジー DTR,Xon/Xoff 

ビット長 8,7 

パリティー None,ODD,EVEN 

転 
送 

RS 

ストップ 
ビット 

１ビット 

印
字

太字でアンダーラインの項目は、初期値です。 
*1 BarStar Pro エンコードライブラリ(DataMatrix, MaxiCode, PDF417, RSS)の著作権は、

アイニックス株式会社にあります。 
QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
QR コード生成プログラム Copyright © 2008 DENSO WAVE INCORPORATED 
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